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１ 調査概要  

■調査目的 

平成２３年３月に策定した第３次熊本市環境総合計画では「未来へつなぎ、世界に誇

れる環境文化都市」を目指すべき都市像として掲げ、それを実現するために共通して取

り組む事項として「環境教育によるひとづくり」、「協働によるまちづくり」を重点協働

プロジェクトとして位置づけている。また、本計画では、プロジェクトの実施状況や進

捗状況を、市民意識調査等により毎年度点検評価し、その結果を計画実施体制等に反映

し、着実な推進を図ることとしている。 

本調査は、市民の日頃の環境保全行動・活動の取組状況や、それに対するニーズなど

を調査し、熊本市の環境目標の認知度や重点協働プロジェクトの進捗状況の把握、新た

に実施する施策の方向性を検討する資料とするため実施したものである。また、設問２

から５－１においては、これまで熊本市第６次総合計画で調査されてきた設問を、引き

続き本調査にて継続したものとなっている。 

 

■調査対象 

市民：３，０００人（住民基本台帳より満２０歳以上８９歳以下の市民を無作為抽出） 

 

■調査方法 

アンケート調査票の郵送配布・回収 

 

■調査期間 

平成２９年１１月２２日から平成３０年２月２日まで 

 

■回収数（回収率） 

８１１人（２７．０３％） 

 

■留意事項 

単数回答の集計については、設問ごとに無回答の項目を設けて、これを含めた全体の

回収数を１００％としている。なお、回答率は小数点以下第２位を四捨五入しているた

め、数表、図表に示す回答率の合計は必ずしも１００％にならない場合がある。 

複数回答となる質問の集計については、項目別に回収数に対するその項目を選んだ回

答者の割合としている。したがって、数表、図表に示す各項目の回答率の合計は１００％

を超える場合がある。 
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２ アンケート調査結果（平成 29 年度） 

(1) 回答者の内訳 

性別 

   
 

性別 
アンケート 

回答数 

アンケート 

発送数 
回答割合 

男 421     1,713    24.6% 

女 384     1,287    29.8% 

無回答 6     0    
 

計 811     3,000    27.0% 

 

年齢別 

   

 

 

 

男 

51.9% 

女 

47.3% 

無回答 

0.7% 

20歳代 

8.5% 

30歳代 

15.8% 

40歳代 

15.4% 

50歳代 

14.5% 

60歳代 

20.7% 

70歳代 

17.0% 

80歳代 

7.4% 

無回答 0.6% 
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年齢別 
アンケート 

回答数 

アンケート 

発送数 
回答割合 

20 歳代 69    391     17.6% 

30 歳代 128      473     27.1% 

40 歳代 125      536     23.3% 

50 歳代 118      474     24.9% 

60 歳代 168      516     32.6% 

70 歳代 138      366     37.7% 

80 歳代 60      244     24.6% 

無回答 5      0      

計 811      3,000     27.0% 

 

職業別 

    

 

回答者の居住区 

   

会社員 

39.8% 

自営業 

6.9% 

農林漁業 

0.5% 

公務員 

7.0% 

学生 

0.9% 

無職 

33.0% 

その他 

11.0% 

無回答 

0.9% 

中央区 

25.4% 

東区 

26.0% 
西区 

12.2% 

南区 

16.2% 

北区 

18.5% 

無回答 

1.7% 
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回答者の居住地区（小学校区） 

居住区 居住地区（小学校区） 

中央区 
出水、出水南、一新、大江、帯山、帯山西、黒髪、慶徳、向山、壺川、 

五福、白川、城東、砂取、硯台、託麻原、白山、春竹、本荘 

東区 
秋津、泉ヶ丘、画図、尾ノ上、健軍、健軍東、桜木、桜木東、託麻北、 

託麻西、託麻東、託麻南、月出、長嶺、西原、東町、山ノ内、若葉 

西区 
池田、池上、小島、春日、河内、城山、城西、白坪、高橋、中島、花園、

古町、芳野 

南区 

飽田西、飽田東、飽田南、奥古閑、川口、川尻、隈庄、城南、杉上、 

銭塘、田迎、田迎西、田迎南、富合、豊田、中緑、日吉、日吉東、御幸、

力合、力合西 

北区 

麻生田、植木、川上、楠、桜井、山東、清水、城北、高平台、田底、  

龍田、龍田西、田原、大和、西里、楡木、菱形、北部東、武蔵、山本、 

弓削、吉松 
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(2) 調査結果 

■「熊本市内の環境問題」について 

 

問１．現在の熊本市内の環境の現状について、問題と思われることについて（１０項目）

から選んでください。（１つだけ） 

 

「環境に配慮した道路、歩道などの整備」が 28.6%と最も高く、次いで「ごみ収集、処

理の状況やごみ減量、リサイクルの状況」が 16.4%、「地下水の状況（水質や量）」が 11.2％

となっている。 

 

 

 

 

環境に配慮した

道路、歩道など

の整備 

28.6% 

ごみ収集、処理

の状況やごみ減

量、リサイクル

の状況 

16.4% 地下水の状況

（水質や量） 

11.2% 

まちなみ景色の

美しさや、公園

や緑地の多さ 

7.2% 

生活環境の快適

さ（騒音や振

動、悪臭などが

ないか） 

6.7% 

河川など水辺の

美しさ・清潔さ 

5.2% 

地球温暖化防止

のための、省エ

ネルギーの推進

（太陽光等の再

生可能エネル

ギーの推進）                      

4.9% 

自然、緑、水

辺、野生の生き

物の豊かさ 

4.8% 

大気の状況 

4.1% 

環境について学

ぶ機会や情報を

得る機会（環境

保全イベント等

の開催）                      

3.8% 

無回答 

7.2% 
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【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「ごみ収集・処理の状況やごみ減量・リサイクルの状況」、「まちなみ景色の美

しさや、公園や緑地の多さ」、「大気の状況」は女性の方が男性よりも回答割

合が高くなっている。一方で、それ以外の項目においては、男性の方が女性

よりも回答割合が高くなっている。 

年代別：「環境に配慮した道路・歩道などの整備」は、40歳代が 36.8%と最も高く、次

いで 30歳代（32.8％）、60歳代（29.8％）となっている。「ごみ収集・処理の

状況やごみ減量・リサイクルの状況」は、20歳代が 21.7％と最も高く、次い

で 80歳代（18.3％）、70歳代（18.1％）となっている。「地下水の状況（水質

や量）」は、50歳代が 16.1％と最も高く、次いで 60歳代（14.3％）、80歳代

（11.7％）となっている。 

地区別：「環境に配慮した道路・歩道などの整備」は、北区が 32.7％と最も高く、次い

で南区（29.0％）、東区（28.4％）となっている。「ごみ収集・処理の状況や

ごみ減量・リサイクルの状況」は、北区が 19.3％と最も高く、次いで中央区

（17.0％）、東区（16.1％）となっている。「地下水の状況（水質や量）」は、

南区が 19.1％と最も高く、次いで東区（11.4％）、北区（11.3％）となってい

る。 
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■属性別回答 

 

合
計

環
境
に
配
慮
し
た
道
路
、

歩
道
な
ど
の
整
備

ご
み
収
集
、

処
理
の
状
況
や
ご
み
減
量
、

リ
サ

イ
ク
ル
の
状
況

地
下
水
の
状
況
（

水
質
や
量
）

ま
ち
な
み
景
色
の
美
し
さ
や
、

公
園
や
緑
地
の

多
さ

生
活
環
境
の
快
適
さ
（

騒
音
や
振
動
、

悪
臭
な

ど
が
な
い
か
）

河
川
な
ど
水
辺
の
美
し
さ
・
清
潔
さ

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進
（

太
陽
光
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進
）

自
然
、

緑
、

水
辺
、

野
生
の
生
き
物
の
豊
か
さ

大
気
の
状
況

環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
や
情
報
を
得
る
機
会

（

環
境
保
全
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
）

無
回
答

全体 811 28.6% 16.4% 11.2% 7.2% 6.7% 5.2% 4.9% 4.8% 4.1% 3.8% 7.2%

性別

男性 421 29.9% 14.0% 11.6% 6.4% 7.6% 5.5% 5.7% 5.5% 3.8% 4.5% 5.5%

女性 384 27.3% 19.3% 10.9% 7.8% 5.7% 4.7% 3.9% 4.2% 4.2% 3.1% 8.9%

年代別

20歳代 69 26.1% 21.7% 4.3% 7.2% 10.1% 11.6% 1.4% 1.4% 2.9% 4.3% 8.7%

30歳代 128 32.8% 12.5% 9.4% 10.9% 8.6% 6.3% 1.6% 2.3% 7.0% 3.9% 4.7%

40歳代 125 36.8% 13.6% 8.0% 8.0% 8.0% 3.2% 4.0% 4.8% 6.4% 4.0% 3.2%

50歳代 118 27.1% 16.1% 16.1% 5.1% 5.9% 2.5% 6.8% 4.2% 2.5% 2.5% 11.0%

60歳代 168 29.8% 17.9% 14.3% 5.4% 6.0% 3.0% 7.1% 5.4% 3.0% 4.2% 4.2%

70歳代 138 23.2% 18.1% 11.6% 5.1% 6.5% 8.0% 4.3% 8.0% 2.9% 2.9% 9.4%

80歳代 60 18.3% 18.3% 11.7% 10.0% 0.0% 3.3% 8.3% 6.7% 1.7% 6.7% 15.0%

職業別

会社員 323 30.7% 16.7% 9.0% 7.7% 7.7% 5.6% 4.6% 3.7% 4.6% 4.3% 5.3%

自営業 56 25.0% 17.9% 10.7% 5.4% 1.8% 7.1% 7.1% 12.5% 5.4% 1.8% 5.4%

農林漁業 4 25.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

公務員 57 36.8% 8.8% 19.3% 7.0% 12.3% 3.5% 0.0% 3.5% 1.8% 0.0% 7.0%

学生 7 42.9% 14.3% 14.3% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3%

無職 268 26.1% 17.9% 11.9% 6.3% 6.3% 3.7% 4.9% 6.0% 3.4% 4.1% 9.3%

その他 89 24.7% 15.7% 11.2% 9.0% 4.5% 5.6% 7.9% 2.2% 4.5% 5.6% 9.0%

地区別

中央区 206 27.7% 17.0% 8.3% 7.3% 5.8% 5.8% 7.8% 5.8% 2.9% 5.8% 5.8%

東区 211 28.4% 16.1% 11.4% 9.0% 9.0% 6.2% 3.3% 1.9% 4.3% 3.8% 6.6%

西区 99 27.3% 13.1% 8.1% 7.1% 4.0% 8.1% 4.0% 7.1% 6.1% 7.1% 8.1%

南区 131 29.0% 16.0% 19.1% 4.6% 5.3% 2.3% 3.1% 9.2% 3.1% 2.3% 6.1%

北区 150 32.7% 19.3% 11.3% 6.0% 6.0% 3.3% 4.7% 1.3% 4.7% 0.7% 10.0%
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問１－１．問１．で選択された問題について、どのようなことが問題と思われますか。

ご自身のお考えを記入してください。 

■各項目において多くの意見をいただいた中から、代表例を以下に列挙する。 

1「環境に配慮した道路、歩道などの整備」についての意見 

・ 歩道の段差や狭さを解消して欲しい。 

・ 各個人宅の植木が伸びて歩道に出て、歩行者や自転車での通行者に危険が及ん

でいるので、町内会等から情報を収集し指導して欲しい。 

・ 主要幹線の車の渋滞がひどく、都市高速等を活用した渋滞解決が必要。 

・ 水道町交差点や植木町付近の渋滞対策。 

・ 東バイパスの立体交差検討。 

・ 自転車、歩行者専用道の整備。 

・ 子どもや高齢者が安全・安心かつ快適に利用できる歩行環境整備。 

・ 中心市街地へのアクセスが悪く、周辺地域間のアクセスが悪い。バスが中心市

街地に一極集中していて道路渋滞を招いているので、中心市街地の周辺に、小型

バスターミナルを整備し、相互にシャトルバスを結ぶことで中心市街地を経由し

なくても周辺地域間をスムーズに移動できるようにしてほしい。 

・ 市電、ＥＶ車の普及は環境汚染対策によいが、自転車道も増やし、高齢者・障

がい者の車椅子、三輪車も安心して運転できる（通行できる）スペースもつくっ  

てほしい。 

・ 横断歩道橋が必要な場合はエレベーター、エスカレーターの併設が望ましい。 

 

2「ごみ収集、処理の状況やごみ減量、リサイクルの状況」についての意見 

① ごみ出しのマナーについて 

・ ごみ出しのルール・マナーを守らない者が多い。 

・ 大型ごみ、タンスやベッドなどを区域外から持ち込む。 

・ 分別をしない。袋に入れていない。 

・ ごみ出しの曜日、時間、分別等、住民への啓発、推進。不法投棄者への処罰化。 

・ 一般廃棄物、産業廃棄物の明確化の徹底。 

② ごみ収集について 

・ ごみ収集方法。各家庭の玄関先に、個人のゴミを出して収集してもらうと、高

齢の方のゴミ出しも楽だし、違反ゴミもなくなると思う。東京等は各家庭前にゴ

ミ出ししていると聞いた。 

・ 大型ごみの収集日がないのは不法投棄の原因になる。家の近くにも不法投棄が

多い。有料のシールを販売しているのはよいが、１ヶ月に１回程度、収集場所へ

シールを貼っておくと収集してもらえると助かる。 

・ 環境工場に持ち込んだが少し怖いと思った。持ち込み時間を延長して欲しい。 

・ ごみ集積所に長時間放置されている。朝 8時半までに出したのに収集は午後 2 
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時過ぎで、その間に風で飛んだり車でつぶされたりしている。収集時間を夜中にし

たらどうか、福岡県では多くの市町村が夜間にしている。 

③ ごみステーションについて 

・ ごみステーションにおいて、ごみの分別ができていない違反ごみを収集しない

問題をどうかしてほしい。 

・ ごみ置場の鳥獣対策（特にカラス）。 

・ ごみカレンダーだけでなく、もっと分かりやすい文章・イラスト等の配布をし

てみては。 

 ・ ごみの分別の判断基準（判断例示）が不十分で、確認手段が不足している。ご

み出し場所について、賃貸居住者への徹底が不十分であり、ルール違反のごみ出

しで近隣居住者が迷惑している。 

④ リサイクルについて 

・ ゴミの分別が進んでリサイクル率が高くなれば、熊本市の財政にも良い効果が

得られるはずである。子供が親に分別を注意するのが理想だが、ごみの分別につ

いての知識を小中高の教育で徹底して教育することが必要。 

・ 社会科見学等で、リサイクル工場見学をして、分別の意味および熊本市への経

済効果を理解してほしい。大学においては、環境についてのサークルに財政的な

支援を行っていくことが効果的だと思う。 

・ エコ手帳かエコポイントカードを作りポイントを加算してエコバッグや節水用

具、グリーンカーテン用具の景品等と交換する制度があれば良い。 

 

3「地下水の状況（水質や量）」についての意見 

① 水質について 

・ 水質をよい状態に保つことができるのか（有害物質が入らないように確実に防

ぐことができるのか）。 

・ 地震以前から水道水が臭う。カルキ臭さではなく管の腐食によるものではない

かと思われる。 

② 水量について 

・ 田畑が減り、アスファルト舗装が増えたことにより雨水の浸透が減っているの

で水量が減るのではないか。 

・ 熊本地震による地下水脈への影響の調査はしてあるのか。調査をしていたら、

影響の有無が知りたい。 

③ 地下水保全について 

・ 子孫にこの地下水脈を残すことができる範囲で利用制限をしてはどうか。 

・ 地下水の現況及び保全等の広報活動を通じ、県民全てが地下水保全に関心を持

ち、次の世代に良好な環境等を引き継がせたい。 

・ 60 年前は近くの水源に水が溢れていた。八景水谷、亀井等の水源は最近枯れて 
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いる。水の熊本を維持できるよう、開発の制限等が必要だと思う。 

・ 現状は大きな問題はないと思うが、今後 100年 200 年と現在の状況を長く続かせ

るためには、住んでいる人の意識が大変重要である。 

・ 現在の状況を「当たり前」と思って生活するのは非常に危険で、いつか地下水

の量や質を落としてしまうことにつながる。「みんなの努力で保っている」と考え

ながら次の世代へつなぐことが必要だ。 

・ 地下水を商品として県外に販売するのは極力避けてもらいたい。売るのは簡単

だが水質と量を保つのは大変だからだ。「豊富な水量」といっても無限ではない。

地下水を売りにするなら、生活環境を整えて転入する人を増やすことだ。「ここに

住めば美味しい水が飲める」方向に持っていくといいと思う。 

・ 今後水道事業が公営から民営になるというニュースを見たが、林業など他の分

野と連携して生活環境を守ってもらいたい。 

・ 地下水量については、20年後 30年後とすぐに結果がでるものでなく、保全対策

を継続することが大事である。道路側溝の浸透式への改善、浸水性舗装等の工夫

など多様面から対策を講じる必要がある。 

・ 今のように地下水を使っていたら、将来も大丈夫なのかなと心配。 

・ いろいろな面で地下水対策を行っていくことが大切だと思う。 

・ 水は人の生命線で、水道インフラは人間生活の不可欠なサービスである。市民

としては非営利事業による質の高い水道サービスを支払い可能な料金で利用した

い。水道民営化は、世界各国で実施してみて失敗が多く、再公営化している例も

多い（パリ、ベルリン、アトランタ、クアラルンプール等）。先に不成立になった

水道法の改正法案であるが、これは水道民営化を促進するので警戒している。人

の命と行政コストの負担減という本来比べられないものを天秤にかけるようなこ

とはしないでほしい。災害時の水道の復旧など、民間企業で対応できるのか疑問

である。地震のときに痛感した。熊本市上下水道局の職員の頑張りで市民はとて

も助かった。 

 

4「まちなみ景色の美しさや、公園や緑地の多さ」についての意見 

・ 自宅の前にはどんどん増え続ける電線が何十本と道の間に張り巡らされ景観が

台無し。 

・ 街灯の数が少ない。冬は早く日が沈むので早めに点灯して欲しい。 

・ 熊本ならではの景観・特色がない様に思う。お城近くのお店はお城の雰囲気の

色や形にするとか、その街ならではの取組があるのではないかと思う。それが自

然を守ったり環境に配慮したりする事につながればとも思う。 

・ 古い公園をもっと活用してきれいにして欲しい。 

・ 立田山、江津湖周辺のように市街地の近くに大きな公園がある所は少ないと思

う。もっと整備して欲しい。 
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5「生活環境の快適さ（騒音や振動、悪臭などがないか）」についての意見 

・ 新幹線沿線の騒音対策、街灯等の整備 

・ ごみの出し方、ペットの排泄物の放置や、タバコの吸殻の投げ捨てなどのマナ

ーを守らない人への対策をして欲しい。 

・ 私が住んでいる地域は鳩が非常に多く、ベランダの糞がひどい。防鳩ネットに

よる対策もしていますが、防げない場合もある。 

・ 道路によっては沿線の樹木にいる鳥が糞を撒き散らして悪臭が漂っている。 

・ 近所にある飲食店やカラオケ店が深夜までとてもうるさい。住宅街なので、子

どもや受験生などには非常に迷惑だと思う。 

・ 野良猫の糞に多数の住民がとても悩まされている。 

 

6「河川など水辺の美しさ・清潔さ」についての意見 

・ 白川の下流域について、旧堤防がそのまま残り雑木が茂っている。川底を掘り

水深を下げれば流れは良くなり、景観も向上すると思う。 

・ 毎日、河川沿いを散歩しているが、生活用品、カン等のごみが多く景観上、衛

生上問題があると思う。 

・ 簡易浄化槽を設置し、毎月点検はしているが、そのまま河川に流している為、

臭い等、不衛生でないかと気が引ける。下水道の設置を希望しているが、条件が

合わず設置されそうもない。条件の緩和と予算措置で、もっと下水道の設置を急

ぐべきではないかと思う。 

・ 市内にある河川の草が伸び放題で見た目が悪い。草が伸びていることでゴミが

捨てられたり、犬や猫などのペットの排泄物がそのまま放置されたりしている。

飼い主のモラルだが、きれいな道、河川なら良心がとがめられると思う。 

・ 河川敷は整備できているが、もっと川底を掘り下げて、掘り下げた土砂を整地

し、遊歩道にしたらいいと思う。河幅を広くして、水上バスを通す。何箇所か桟

橋を作り道路での交通緩和の一役に。 

 

7「地球温暖化防止のための、省エネルギーの推進（太陽光等の再生可能エネルギーの推

進）」についての意見 

・ 年々夏の暑さで自宅（マンション最上階）にいて、クーラーもきかなくて、上

階からの室外機の熱風と屋上の熱により熱中症が心配になる。 

・ マイカー規制等の温暖化対策をしてほしい。 

・ 一人ひとりが注意して、家電や車は省エネルギー品の推進により良い環境を残

したい。 

・ 学校での教育も必要。 

・ 化学燃料に代替するエネルギーがなかなか普及しないのは制度に起因すると思

われるため改善が必要。事実上、原発の新規設置は無理であるのでどうしても太 
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陽光、風力、地熱、波力などによる電力をつくることが必要ではないか。 

・ 熊本市の保有、使用する施設には太陽光パネルが設置されている所が少ない。

省エネルギーのために昼休みに電気を消しているが、もっと効果的な対応をとる

べき。 

・ 省エネルギー推進に大いに賛成し協力しているが、太陽光発電の設置を考えて

みて見積書を取ってみると金額の高さに足踏みしてしまう。 

・ 国や企業の取り組みは進んでいると思うが、国民個々の問題としての意識はま

だまだのように感じる。一人ひとりの問題として取り組むよう意識づけを促す取

り組みも必要ではと思う。 

 

8「自然、緑、水辺、野生の生き物の豊かさ」についての意見 

① 外来種生物を放流することによる河川、湖沼の生態系の破壊。その対策として、 

・ 外来種生物の販売を規制、原則禁止 

・ 販売時、登録制として、定期的に飼育状況を報告することを義務化。飼えなく

なったら、販売店に返却することを義務化 

② 江津湖の自然環境を昔のようなきれいで魚の豊富な環境に復元して欲しい。 

・ 外来魚の駆除 

・ 外来植物の徹底除去 

・ 江津湖に溜まったヘドロの除去 

③ その他 

・ 外来種を持ち込む。飼い主ではない人が動物へ餌付け。TV、ラジオ、新聞、広

報誌で根気強く周知して欲しい。 

・ 護岸工事で洪水は少なくなったが、生物をみかけなくなった。 

・ 人口は減少傾向であるのに新しく道路をつくる必要があるのか、公共工事の必

要はあるのか、豊かな自然あってこその「食」や「農・林・水」であり、自然を

損なえば、外国からの食材に頼るほかない。「医食同源」健康でいたい。 

 

9「大気の状況」についての意見 

・ PM2.5 について、他の現状（水、生き物、エネルギー、緑地）は、行政あるいは

個人の努力・取組で対応していくことが可能だが、この大気の問題に関しては、

手の打ちようがない状況で、情報を入手して逃げ回るだけの状況が将来に亘って

も続いていくと予想される。 

・ ホテルや飲食店の喫煙スペースが屋外に設置されているため、歩道を歩いてい

るだけで受動喫煙にさらされてしまうので、商業施設の喫煙スペースは必ず屋内

に設置して欲しい。 

・ バスやトラックを中心とした排気ガスについて、以前東京都等で行われたよう

な排ガス規制を実現して欲しい。 
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10 環境について学ぶ機会や情報を得る機会についての意見 

・ 知名度のある人物やキャラクターが環境に関して情報発信し、継続的なイベン 

ト活動を行うことで、関心がもてるのではないかと思う。 

・ 常日頃から環境について学ぶ機会がないと感心を持たない人達が増えると思う。 

・ 自治協議会や自治会の代表者を講師とした学習会等も有効と思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



14 

■「熊本市の環境目標（基本計画）」について 

 

問２．熊本市の良好な環境（生活・自然環境全般）が守られていると感じますか。（１つ

だけ） 

「やや感じる」が、54.6%と最も高く、次いで「どちらともいえない」が 22.1%、「あま

り感じない」が 9.9%となっている。 

前回調査と比較すると、「とても感じる」と「やや感じる」を合わせた割合は 63.1%で、

8.5 ポイント減少している。 

過去 5年間の推移では、「とても感じる」または「やや感じる」と回答した割合が平成

25年度の 74.1％から平成 29年度では 63.1％と 11ポイント減少している。一方で、「や

や感じる」は、平成 25年度の 50.4％から平成 29年度では 54.6％ヘ上昇している。 

 

 

 

【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「とても感じる」と「やや感じる」を合わせた割合は、男性 65.1％、女性 61.2％

で、男性の方が高くなっている。 

年代別：「とても感じる」と「やや感じる」を合わせた割合は、20歳代が 72.4%と最も

高く、次いで 80歳代（68.3％）、40歳代（68.0％）となっている。 

地区別：「とても感じる」と「やや感じる」を合わせた割合は、南区が 75.5％と最も高

く、次いで中央区（65.0％）、北区（63.3％）となっている。 
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17.0% 

15.9% 

15.5% 
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■属性別回答 

 

 

 

 

 

合
計

と
て
も
感
じ
る

や
や
感
じ
る

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

あ
ま
り
感
じ
な
い

全
く
感
じ
な
い

無
回
答

全体 811 8.5% 54.6% 22.1% 9.9% 2.0% 3.0%

男性 421 9.0% 56.1% 18.1% 12.1% 2.6% 2.1%

女性 384 7.8% 53.4% 26.3% 7.3% 1.3% 3.9%

20歳代 69 10.1% 62.3% 13.0% 10.1% 2.9% 1.4%

30歳代 128 8.6% 49.2% 29.7% 8.6% 2.3% 1.6%

40歳代 125 8.0% 60.0% 26.4% 4.8% 0.8% 0.0%

50歳代 118 8.5% 50.0% 22.9% 14.4% 2.5% 1.7%

60歳代 168 7.1% 54.2% 23.8% 10.7% 1.2% 3.0%

70歳代 138 8.0% 55.8% 15.2% 11.6% 3.6% 5.8%

80歳代 60 13.3% 55.0% 15.0% 6.7% 0.0% 10.0%

会社員 323 9.0% 56.7% 21.7% 9.6% 1.9% 1.2%

自営業 56 7.1% 58.9% 19.6% 8.9% 5.4% 0.0%

農林漁業 4 0.0% 0.0% 50.0% 25.0% 0.0% 25.0%

公務員 57 12.3% 43.9% 22.8% 19.3% 1.8% 0.0%

学生 7 28.6% 71.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無職 268 8.6% 53.7% 19.4% 10.1% 1.9% 6.3%

その他 89 4.5% 57.3% 30.3% 4.5% 1.1% 2.2%

中央区 206 9.2% 55.8% 20.4% 11.2% 1.0% 2.4%

東区 211 8.1% 50.2% 28.9% 9.0% 0.9% 2.8%

西区 99 5.1% 49.5% 26.3% 13.1% 3.0% 3.0%

南区 131 7.6% 67.9% 13.0% 6.1% 3.1% 2.3%

北区 150 12.0% 51.3% 19.3% 9.3% 3.3% 4.7%

性別

年齢別

職業別

地区別
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問２－１．（問２．で「どちらともいえない」、「あまり感じない」、「全く感じない」と答

えられた方）どのような理由から、そう思われますか。  

■各項目において多くの意見をいただいた中から、代表例を以下に列挙する。 

・ 生活道路と幹線道路の連携がよくない。 

・ 立田山はある程度保護されているが、その一部は宅地化されている。 

・ 多くの人が環境について考え行動していると思うが、多くの人が考えているだけ

で行動ができていないと感じる。 

・ 市街地の緑（木や花）が他の都市と比べ少ないように感じる。 

・ 熊本地震後、更地になっていく土地が多く、その後の活用がどうなっていくのか、

まだ分らない。 

・ 江津湖での外来魚駆除の回数が少なく、在来生物の保護が積極的でないと思う。 

・ 受動喫煙の危険性が叫ばれているが、人通りが多い通りの入口に喫煙所がある。 

・ 農村水保全事業の取組自体は有意義なものだが、対象地域が圃場整備地区に限ら

れ、山村地域が取り残されている。 

・ 障がい者にとって歩道は段差などがあり歩きにくい。 

・ 街路樹が落葉樹の為、道路や歩道が落葉に覆われ、滑って転倒したことがある。 

・ 道路管理者が分からず、除草等の依頼をどこにすれば良いのか分からない。 

・ 自然環境に関する話題をあまり聞かない。 

・ 道路の拡張や住宅の増加と、森や川の保存が反比例している様に思われる。 

・ 地震による崖崩れや石垣が崩れている場所がまだある。 
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問３．熊本市民の共有財産である地下水が、市民、事業者、行政の保全活動により守ら

れていると感じますか。（1つだけ） 

「やや感じる」が 47.1％と最も高く、次いで「とても感じる」が 23.4%、「どちらとも

いえない」が 18.7%となっている。 

前回調査と比較すると、「とても感じる」と「やや感じる」を合わせた割合は 70.5％で、

7.1 ポイント減少している。 

過去 5年間の推移では、「とても感じる」または「やや感じる」と回答した割合は平成

25年度の 58.6％から平成 29年度では 70.5％へと上昇している。 

 

 

 

 

【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「とても感じる」と「やや感じる」を合わせた割合は、男性 71.0％が女性 70.5％

で、いずれも同程度となっている。 

年代別：「とても感じる」と「やや感じる」を合わせた割合は、70歳代が 76.9％と最

も高く、次いで 80歳代（75.0％）、40歳代（74.4％）となっている。 

地区別：「とても感じる」と「やや感じる」を合わせた割合は、東区が 77.3％と最も高

く、次いで南区（74.8％）、北区（69.3％）となっている。 

 

 

 

 

 

23.4% 

28.7% 

16.2% 

17.7% 

16.7% 

47.1% 

48.9% 

41.5% 

39.4% 

41.9% 

18.7% 

14.6% 

29.3% 

28.0% 

27.1% 

7.5% 

5.5% 

10.3% 

11.6% 

12.4% 

1.0% 

1.2% 

2.0% 

1.7% 

1.4% 

2.2% 

1.1% 

0.6% 

1.6% 

0.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成29

年度 

平成28

年度 

平成27

年度 

平成26

年度 

平成25

年度 

とても感じる やや感じる どちらともいえない 

あまり感じない 全く感じない 無回答 
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■属性別回答 

 

 

 

合
計

と
て
も
感
じ
る

や
や
感
じ
る

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
ま
り
感
じ
な
い

全
く
感
じ
な
い

無
回
答

全体 811 23.4% 47.1% 18.7% 7.5% 1.0% 2.2%

性別

男性 421 25.9% 45.1% 18.5% 7.4% 1.7% 1.4%

女性 384 20.8% 49.7% 19.3% 7.0% 0.3% 2.9%

年齢別

20歳代 69 18.8% 44.9% 24.6% 10.1% 0.0% 1.4%

30歳代 128 17.2% 49.2% 24.2% 7.0% 1.6% 0.8%

40歳代 125 22.4% 52.0% 16.8% 8.8% 0.0% 0.0%

50歳代 118 19.5% 47.5% 22.9% 6.8% 1.7% 1.7%

60歳代 168 20.8% 49.4% 16.7% 9.5% 1.2% 2.4%

70歳代 138 28.3% 48.6% 14.5% 4.3% 1.4% 2.9%

80歳代 60 48.3% 26.7% 13.3% 1.7% 0.0% 10.0%

職業別

会社員 323 20.7% 50.2% 19.2% 7.7% 0.9% 1.2%

自営業 56 19.6% 44.6% 19.6% 12.5% 3.6% 0.0%

農林漁業 4 0.0% 25.0% 25.0% 50.0% 0.0% 0.0%

公務員 57 15.8% 59.6% 17.5% 5.3% 1.8% 0.0%

学生 7 28.6% 42.9% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0%

無職 268 28.7% 42.9% 17.5% 6.0% 0.7% 4.1%

その他 89 25.8% 44.9% 20.2% 5.6% 0.0% 3.4%

地区別

中央区 206 27.2% 41.7% 22.3% 7.3% 0.0% 1.5%

東区 211 21.8% 55.5% 13.7% 5.7% 1.4% 1.9%

西区 99 18.2% 39.4% 21.2% 14.1% 2.0% 5.1%

南区 131 23.7% 51.1% 16.0% 6.1% 1.5% 1.5%

北区 150 25.3% 44.0% 22.0% 5.3% 0.7% 2.7%
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問４．熊本市の街なかに緑が多いと感じますか。（１つだけ） 

「やや感じる」が、47.8％と最も高く、次いで「とても感じる」が 19.0%、「どちらと

もいえない」が 16.2%となっている。 

前回調査と比較すると、「とても感じる」と「やや感じる」を合わせた割合は 66.8％で、

7.3 ポイント減少している。 

過去 5年間の推移では、「やや感じる」または「とても感じる」と回答した割合が平成

25年度の 73.7％から平成 29年度では 66.8％ヘと減少している。 

 

 

 

【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「とても感じる」と「やや感じる」を合わせた割合は、男性 69.4％、女性 64.3％

で、男性の方が高くなっている。 

年代別：「とても感じる」と「やや感じる」を合わせた割合は、60歳代が 78.0％と最

も高く、次いで 70歳代（68.8％）、80歳代（68.4％）となっている。 

地区別：「とても感じる」と「やや感じる」を合わせた割合は、南区が 71.0％と最も高

く、次いで東区（68.2％）、北区（66.7％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

19.0% 

25.5% 

22.7% 

22.2% 

25.7% 

47.8% 

48.6% 

48.5% 

47.4% 

48.0% 

16.2% 

11.8% 

14.7% 

14.6% 

13.2% 

14.2% 

12.0% 

12.3% 

13.0% 

11.3% 

1.4% 

1.0% 

1.4% 

1.4% 

0.9% 

1.5% 

1.1% 

0.5% 

1.4% 

0.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成29

年度 

平成28

年度 

平成27

年度 

平成26

年度 

平成25

年度 

とても感じる やや感じる どちらともいえない 

あまり感じない 全く感じない 無回答 
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■属性別回答 

 

 

 

合
計

と
て
も
感
じ
る

や
や
感
じ
る

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
ま
り
感
じ
な
い

全
く
感
じ
な
い

無
回
答

全体 811 19.0% 47.8% 16.2% 14.2% 1.4% 1.5%

性別

男性 421 20.2% 49.2% 13.5% 13.8% 2.1% 1.2%

女性 384 17.7% 46.6% 18.5% 14.8% 0.5% 1.8%

年齢別

20歳代 69 8.7% 58.0% 13.0% 17.4% 2.9% 0.0%

30歳代 128 14.1% 46.9% 18.8% 18.0% 1.6% 0.8%

40歳代 125 15.2% 46.4% 17.6% 20.0% 0.8% 0.0%

50歳代 118 16.1% 44.9% 18.6% 16.9% 1.7% 1.7%

60歳代 168 25.0% 53.0% 12.5% 7.7% 1.2% 0.6%

70歳代 138 24.6% 44.2% 14.5% 13.0% 1.4% 2.2%

80歳代 60 26.7% 41.7% 16.7% 6.7% 0.0% 8.3%

職業別

会社員 323 16.7% 48.6% 15.8% 16.1% 1.9% 0.9%

自営業 56 25.0% 33.9% 23.2% 16.1% 1.8% 0.0%

農林漁業 4 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

公務員 57 12.3% 50.9% 15.8% 19.3% 1.8% 0.0%

学生 7 28.6% 42.9% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0%

無職 268 24.6% 45.9% 14.6% 10.8% 1.1% 3.0%

その他 89 10.1% 60.7% 12.4% 15.7% 0.0% 1.1%

地区別

中央区 206 19.9% 46.1% 16.0% 16.5% 1.0% 0.5%

東区 211 21.8% 46.4% 17.5% 12.8% 0.0% 1.4%

西区 99 14.1% 49.5% 13.1% 14.1% 6.1% 3.0%

南区 131 14.5% 56.5% 15.3% 11.5% 1.5% 0.8%

北区 150 20.0% 46.7% 14.7% 15.3% 0.7% 2.7%
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■「ひとづくりプロジェクト」について 

 

問５．日ごろ、環境保全のため次問（問５－１．）のような実践活動を行っていますか。

（１つだけ） 

「時々行っている」が、38.5％と最も高く、次いで「常に行っている」が 31.6%、「あ

まり行っていない」が 11.6%となっている。 

前回調査と比較すると、「常に行っている」と「時々行っている」を合わせた割合は

70.1％で、5.2 ポイント上昇している。 

過去 5年間の推移では、「常に行っている」、「時々行っている」と回答した割合が平成

25年度の 67.3％から平成 29年度では 70.1％へと上昇している。 

 

 

 

 

【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「常に行っている」と「時々行っている」を合わせた割合は、女性 74.5％、男

性 66.5％で、女性の方が高くなっている。 

年代別：「常に行っている」と「時々行っている」を合わせた割合は、40歳代が 77.6％

と最も高く、次いで 60歳代（73.2％）、50歳代（72.9％）となっている。 

地区別：「常に行っている」と「時々行っている」を合わせた割合は、中央区が 74.3％

と最も高く、次いで西区（71.7％）、北区（69.4％）となっている。 

 

 

 

31.6% 

30.3% 

33.7% 

32.3% 

34.2% 

38.5% 

34.6% 

37.7% 

33.1% 

33.1% 

10.7% 

10.2% 

11.0% 

12.8% 

13.1% 

11.6% 

11.2% 

8.1% 

10.8% 

10.2% 

5.4% 

6.7% 

7.4% 

8.5% 

7.2% 

2.2% 

7.0% 

2.1% 

2.5% 

2.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成29

年度 

平成28

年度 

平成27

年度 

平成26

年度 

平成25

年度 

常に行っている 時々行っている どちらともいえない 

あまり行っていない 全く行っていない 無回答 
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■属性別回答 

 

 

合
計

常
に
行
っ

て
い
る

時
々
行
っ

て
い
る

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
ま
り
行
っ

て
い
な
い

全
く
行
っ

て
い
な
い

無
回
答

全体 811 31.6% 38.5% 10.7% 11.6% 5.4% 2.2%

性別

男性 421 27.3% 39.2% 13.3% 12.8% 5.5% 1.9%

女性 384 36.7% 37.8% 7.3% 10.4% 5.5% 2.3%

年齢別

20歳代 69 20.3% 52.2% 5.8% 15.9% 4.3% 1.4%

30歳代 128 28.1% 43.0% 10.2% 14.1% 4.7% 0.0%

40歳代 125 32.8% 44.8% 14.4% 4.8% 3.2% 0.0%

50歳代 118 31.4% 41.5% 9.3% 12.7% 3.4% 1.7%

60歳代 168 36.9% 36.3% 8.3% 11.3% 6.0% 1.2%

70歳代 138 31.9% 29.0% 12.3% 12.3% 8.7% 5.8%

80歳代 60 36.7% 21.7% 11.7% 13.3% 8.3% 8.3%

職業別

会社員 323 27.2% 45.2% 9.9% 13.3% 4.3% 0.0%

自営業 56 28.6% 35.7% 10.7% 14.3% 7.1% 3.6%

農林漁業 4 25.0% 50.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0%

公務員 57 35.1% 43.9% 10.5% 7.0% 0.0% 3.5%

学生 7 42.9% 28.6% 14.3% 14.3% 0.0% 0.0%

無職 268 34.3% 29.9% 12.3% 10.4% 9.0% 4.1%

その他 89 39.3% 38.2% 6.7% 10.1% 2.2% 3.4%

地区別

中央区 206 29.6% 44.7% 8.3% 11.7% 4.9% 1.0%

東区 211 34.1% 33.6% 12.8% 12.3% 4.3% 2.8%

西区 99 24.2% 47.5% 7.1% 8.1% 10.1% 3.0%

南区 131 31.3% 37.4% 10.7% 13.7% 6.1% 0.8%

北区 150 36.7% 32.7% 11.3% 10.7% 4.7% 4.0%



23 

問５－1．（問５．で「全く行っていない」以外を選択された方）環境保全の実践項目の

中で、行っていることをすべて選んでください。（いくつでも可） 

問５．で「全く行なっていない」及び無回答を除く 749 人が、環境保全のために実践

していることについては、「照明やテレビをつけっぱなしにしない」が 83.2%で最も高く、

次いで、「水道の蛇口の開閉をこまめにする」が 76.8％、「エアコンを適切な温度に設定

し、ムダな使用をしない」が 76.5％となっている。 

前述については、前回調査と比較すると「照明やテレビをつけっぱなしにしない」の

み増加しているが、平成 25年度からの推移とすると減少傾向にある。 
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【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：男女いずれも、「照明やテレビをつけっぱなしにしない」が最も高くなってい

る。なお、「自動車を運転するときには、エコドライブをする」を除くすべて

の項目で、女性の方が男性よりも回答割合が高くなっている。 

年代別：「照明やテレビをつけっぱなしにしない」が 20歳代、30歳代、60歳代、70

歳代、80歳代で最も高くなっている。40歳代、50歳代は「水道の蛇口の開閉

をこまめにする」が最も高くなっている。 

地区別：全項目の合計割合は、西区、北区、中央区の順に高くなっている。 

 

■属性別回答 

 

合
計

照
明
や
テ
レ
ビ
を
つ
け
っ

ぱ
な

し
に
し
な
い

エ
ア
コ
ン
を
適
切
な
温
度
に
設

定
し
、

ム
ダ
な
使
用
を
し
な
い

水
道
の
蛇
口
の
開
閉
を
こ
ま
め

に
す
る

買
い
物
の
際
に
は
エ
コ
商
品
を

選
ぶ

レ
ジ
袋
を
断
り
、

マ
イ
バ
ッ

グ

を
使
う

家
電
製
品
な
ど
を
買
う
と
き
は

に
は
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

タ
イ
プ

の
も
の
を
選
ぶ

マ
イ
カ
ー

の
使
用
を
控
え
、

電

車
や
バ
ス
を
利
用
す
る

自
動
車
を
運
転
す
る
と
き
に

は
、

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
す
る

ご
み
分
別
を
徹
底
す
る
な
ど
、

ご
み
減
量
に
努
め
て
い
る

全体 749 83.2% 76.5% 76.8% 27.0% 66.2% 55.4% 19.1% 41.3% 72.2%

性別

男性 390 81.8% 72.3% 73.8% 19.7% 54.4% 52.1% 15.4% 45.4% 70.0%

女性 354 84.5% 81.1% 79.9% 35.3% 79.4% 59.3% 23.2% 36.7% 75.1%

年齢別

20歳代 65 76.9% 67.7% 60.0% 12.3% 60.0% 29.2% 20.0% 33.8% 50.8%

30歳代 122 79.5% 76.2% 68.9% 19.7% 62.3% 49.2% 11.5% 44.3% 52.5%

40歳代 121 78.5% 71.9% 79.3% 28.1% 66.9% 59.5% 14.0% 41.3% 71.1%

50歳代 112 81.3% 74.1% 82.1% 33.0% 75.0% 63.4% 17.0% 53.6% 75.0%

60歳代 156 85.3% 77.6% 73.1% 31.4% 64.1% 61.5% 16.0% 44.2% 82.7%

70歳代 118 91.5% 86.4% 89.8% 28.0% 66.9% 54.2% 31.4% 35.6% 89.0%

80歳代 50 88.0% 78.0% 80.0% 34.0% 68.0% 62.0% 34.0% 20.0% 76.0%

職業別

会社員 309 79.3% 72.5% 74.8% 24.6% 61.5% 55.0% 14.9% 46.9% 65.4%

自営業 50 76.0% 80.0% 76.0% 36.0% 64.0% 54.0% 14.0% 46.0% 78.0%

農林漁業 4 75.0% 75.0% 75.0% 25.0% 75.0% 50.0% 0.0% 25.0% 100.0%

公務員 55 83.6% 67.3% 72.7% 25.5% 72.7% 50.9% 12.7% 43.6% 67.3%

学生 7 57.1% 71.4% 57.1% 14.3% 100.0% 14.3% 0.0% 14.3% 42.9%

無職 233 88.4% 82.0% 80.3% 29.6% 68.7% 57.9% 27.9% 35.2% 81.5%

その他 84 88.1% 81.0% 79.8% 26.2% 72.6% 57.1% 20.2% 36.9% 75.0%

地区別

中央区 194 83.0% 74.2% 82.5% 23.2% 68.6% 54.6% 26.3% 34.5% 70.6%

東区 196 80.1% 75.0% 74.5% 32.7% 66.3% 53.6% 16.8% 45.9% 70.9%

西区 86 87.2% 81.4% 72.1% 29.1% 69.8% 64.0% 24.4% 48.8% 75.6%

南区 122 82.0% 73.8% 73.0% 21.3% 63.9% 53.3% 9.0% 44.3% 69.7%

北区 137 86.1% 81.8% 78.8% 29.2% 64.2% 57.7% 18.2% 36.5% 77.4%
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問６．環境について学ぶ機会（学習会やイベント等）が増えてきたと感じますか。（１つ

だけ） 

「感じない」が、50.7％と最も高く、次いで「やや感じる」が 37.2％、「感じる」が

9.7％となっている。 

前回調査と比較すると、「感じる」と「やや感じる」を合わせた割合は 46.9％で、2.4

ポイント減少している。 

過去 5年間の推移では、「感じる」と「やや感じる」を合わせた割合が平成 25年度の

62.3％から平成 29年度では 46.9％まで毎年減少しており、学習会やイベント等の機会が

十分ではないと感じている市民が多くなってきていることがうかがえる。 

 

 

 

【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「感じる」と「やや感じる」を合わせた割合は、女性 49.0％、男性 45.3％で、

女性のほうが高くなっている。 

年代別：「感じる」と「やや感じる」を合わせた割合は、70歳代が 57.2％と最も高く、

次いで 50歳代（52.6％）、40歳代（51.2％）となっている。 

地区別：「感じる」と「やや感じる」を合わせた割合は、東区が 50.3％と最も高く、次

いで南区（47.4％）、北区（46.0％）となっている。 

 

 

 

 

 

9.7% 

8.4% 

14.4% 

18.4% 

20.1% 

37.2% 

40.9% 

38.6% 

41.8% 

42.2% 

50.7% 

47.1% 

45.5% 

39.2% 

36.9% 

2.3% 

3.5% 

1.5% 

0.8% 

0.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成29

年度 

平成28

年度 

平成27

年度 

平成26

年度 

平成25

年度 

感じる やや感じる 感じない 無回答 
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■属性別回答 

 

 

 

 

 

 

合
計

感
じ
る

や
や
感
じ
る

感
じ
な
い

無
回
答

全体 811 9.7% 37.2% 50.7% 2.3%

性別

男性 421 9.0% 36.3% 53.2% 1.4%

女性 384 10.7% 38.3% 47.9% 3.1%

年齢別

20歳代 69 5.8% 21.7% 69.6% 2.9%

30歳代 128 6.3% 26.6% 64.8% 2.3%

40歳代 125 7.2% 44.0% 48.8% 0.0%

50歳代 118 10.2% 42.4% 47.5% 0.0%

60歳代 168 10.7% 38.7% 50.0% 0.6%

70歳代 138 12.3% 44.9% 37.0% 5.8%

80歳代 60 18.3% 31.7% 41.7% 8.3%

職業別

会社員 323 8.0% 36.8% 54.2% 0.9%

自営業 56 7.1% 39.3% 51.8% 1.8%

農林漁業 4 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

公務員 57 8.8% 43.9% 45.6% 1.8%

学生 7 0.0% 42.9% 57.1% 0.0%

無職 268 12.7% 38.4% 44.8% 4.1%

その他 89 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

地区別

中央区 206 10.2% 34.5% 53.9% 1.5%

東区 211 8.1% 42.2% 46.9% 2.8%

西区 99 8.1% 37.4% 52.5% 2.0%

南区 131 9.2% 38.2% 51.9% 0.8%

北区 150 12.7% 33.3% 49.3% 4.7%
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問７．この１年以内で、環境に関する学習会やイベント等に参加しましたか。（１つだけ） 

「参加していない」が 88.0％と「参加した」の 10.7％を大きく上回っている。 

前回調査と比較すると、「参加した」の割合は 0.8 ポイント上昇している。 

過去 5年間の推移では、それほど大きな変動は見られない。 

 

 

 

【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「参加した」は、男性 12.1％、女性 9.1％で、男性の方が高くなっている。一

方で、「参加していない」は、女性 89.6％、男性86.9％で女性の方が高くな

っている。 

年代別：「参加した」は、40歳代が 14.4％と最も高く、次いで 60歳代（13.1％）、70

歳代（13.0％）となっている。 

地区別：「参加した」は、西区が 18.2％と最も高く、次いで東区（10.4％）、北区（10.0％）

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.7% 

9.9% 

9.6% 

9.5% 

11.8% 

88.0% 

89.1% 

89.8% 

90.2% 

87.5% 

1.2% 

1.0% 

0.6% 

0.3% 

0.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成29

年度 

平成28

年度 

平成27

年度 

平成26

年度 

平成25

年度 

参加した 参加していない 無回答 
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■属性別回答 

 

 

 

 

合
計

参
加
し
た

参
加
し
て
い
な
い

無
回
答

全体 811 10.7% 88.0% 1.2%

性別

男性 421 12.1% 86.9% 1.0%

女性 384 9.1% 89.6% 1.3%

年齢別

20歳代 69 7.2% 92.8% 0.0%

30歳代 128 3.9% 96.1% 0.0%

40歳代 125 14.4% 85.6% 0.0%

50歳代 118 9.3% 89.8% 0.8%

60歳代 168 13.1% 86.9% 0.0%

70歳代 138 13.0% 84.1% 2.9%

80歳代 60 11.7% 80.0% 8.3%

職業別

会社員 323 9.3% 90.4% 0.3%

自営業 56 14.3% 83.9% 1.8%

農林漁業 4 0.0% 100.0% 0.0%

公務員 57 8.8% 91.2% 0.0%

学生 7 0.0% 100.0% 0.0%

無職 268 11.6% 85.8% 2.6%

その他 89 13.5% 85.4% 1.1%

地区別

中央区 206 9.7% 89.8% 0.5%

東区 211 10.4% 87.7% 1.9%

西区 99 18.2% 81.8% 0.0%

南区 131 7.6% 92.4% 0.0%

北区 150 10.0% 86.7% 3.3%
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問７－１．（問７．で「参加した」と答えられた方）どのような環境に関する学習会やイ

ベント等に参加しましたか。（複数回答可） 

問７．で「参加した」と回答した 87人については、「自治会・老人会・PTA 等の学習会」

が 48.3％と最も高く、次いで「環境フェアなどのイベント」が 28.7％、「NPO や企業が主

催する講座・講演会・セミナー等」が 21.8%となっている。 

前回調査との比較や過去 5年間の推移では、「自治会、老人会、PTA 等の学習会」、「NPO

や企業が主催する講座・講演会・セミナー等」が前回調査から増加しており、平成 25年

度と比較しても増加している。 

 

 

【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「自治会・老人会・PTA 等の学習会」、「行政が主催する講座・講演会・セミナ

ー等」、「環境フェアなどのイベント」は、男性の方が女性よりも回答割合が

高くなっている一方で、「NPO や企業が主催する講座・講演会・セミナー等」、

「学校や職場で行われる勉強会」は、女性の方が男性よりも回答割合が高く

なっている。 
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年代別：「自治会・老人会・PTA 等の学習会」、「NPO や企業が主催する講座・講演会・

セミナー等」、「行政が主催する講座・講演会・セミナー等」は 80歳代が最も

高く、「学校や職場で行われる勉強会」は 50歳代が、「環境フェアなどのイベ

ント」は 30歳代が最も高くなっている。 

地区別：「自治会・老人会・PTA 等の学習会」、「NPO や企業が主催する講座・講演会・

セミナー等」は南区が最も高く、「行政が主催する講座・講演会・セミナー等」、

「環境フェアなどのイベント」は東区が、「学校や職場で行われる勉強会」は

西区が最も高くなっている。 

■属性別回答 

 

合
計

自
治
会
、

老
人
会
、

Ｐ
Ｔ

Ａ
等
の
学
習
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業
が
主
催
す

る
講
座
・
講
演
会
・
セ
ミ

ナ
ー

等

行
政
が
主
催
す
る
講
座
・

講
演
会
・
セ
ミ
ナ
ー

等

学
校
や
職
場
で
行
わ
れ
る

勉
強
会

環
境
フ
ェ

ア
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト

そ
の
他

全体 87 48.3% 21.8% 16.1% 20.7% 28.7% 8.0%

性別

男性 51 54.9% 17.6% 23.5% 9.8% 29.4% 2.0%

女性 35 40.0% 28.6% 5.7% 37.1% 28.6% 14.3%

年齢別

20歳代 5 0.0% 20.0% 0.0% 40.0% 40.0% 40.0%

30歳代 5 20.0% 20.0% 0.0% 20.0% 60.0% 20.0%

40歳代 18 33.3% 22.2% 16.7% 27.8% 33.3% 5.6%

50歳代 11 36.4% 0.0% 9.1% 45.5% 18.2% 9.1%

60歳代 22 50.0% 27.3% 13.6% 18.2% 36.4% 0.0%

70歳代 18 77.8% 22.2% 22.2% 5.6% 16.7% 5.6%

80歳代 7 85.7% 42.9% 42.9% 0.0% 14.3% 0.0%

職業別

会社員 30 36.7% 16.7% 10.0% 30.0% 33.3% 10.0%

自営業 8 0.0% 37.5% 25.0% 12.5% 37.5% 12.5%

農林漁業 0 － － － － － －

公務員 5 20.0% 0.0% 0.0% 80.0% 20.0% 0.0%

学生 0 － － － － － －

無職 31 74.2% 29.0% 19.4% 3.2% 25.8% 3.2%

その他 12 58.3% 16.7% 25.0% 25.0% 25.0% 8.3%

地区別

中央区 20 30.0% 25.0% 10.0% 20.0% 15.0% 20.0%

東区 22 54.5% 18.2% 27.3% 9.1% 40.9% 0.0%

西区 18 55.6% 16.7% 5.6% 33.3% 27.8% 11.1%

南区 10 60.0% 30.0% 0.0% 20.0% 30.0% 0.0%

北区 15 53.3% 20.0% 26.7% 26.7% 26.7% 0.0%
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問７－２．（問７．で「参加した」と答えられた方）参加したことによって、環境保全の

ために実践するようになった行動（活動）はありますか。また、あるとしたらどうい

ったことですか。（１つだけ） 

問７．で「参加した」と回答した 87人については、「ある」が 65.5％と、「ない」の

16.1％を大きく上回っている。 

しかしながら、前回調査や過去 5年間の推移を見ると、「ある」が平成 25年度の 80.9％

から平成 29年度は 65.5％と減少している。 

 

 

回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「ある」は、男性 66.7％、女性 62.9％で、男性の方が高くなっている。一方

で、「ない」は、女性 20.0％、男性 13.7％で、女性の方が高くなっている。 

年代別：「ある」は、50歳代が 90.9％、次いで 40歳代（72.2％）、60歳代（63.6％）

となっている。 

地区別：「ある」は、中央区が 85.0％、次いで西区（66.7％）、北区（60.0％）となっ

ている。 

 

【参考】 

実践している内容 

・ 節水、節電、食糧を無駄にしない、不用品をリサイクルにまわす。 

・ エコバッグの活用、ごみの減量、清掃作業への参加、竹林の伐採。 

 

 

65.5% 

70.0% 

74.3% 

85.1% 

80.9% 

16.1% 

14.0% 

14.9% 

5.9% 

13.2% 

18.4% 

16.0% 

10.9% 

8.9% 

5.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成29

年度 

平成28

年度 

平成27

年度 

平成26

年度 

平成25

年度 

ある ない 無回答 
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■属性別回答 

 

 

 

 

 

 

合
計

あ
る

な
い

無
回
答

全体 87 65.5% 16.1% 18.4%

性別

男性 51 66.7% 13.7% 19.6%

女性 35 62.9% 20.0% 17.1%

年齢別

20歳代 5 60.0% 40.0% 0.0%

30歳代 5 60.0% 20.0% 20.0%

40歳代 18 72.2% 16.7% 11.1%

50歳代 11 90.9% 0.0% 9.1%

60歳代 22 63.6% 18.2% 18.2%

70歳代 18 55.6% 22.2% 22.2%

80歳代 7 42.9% 0.0% 57.1%

職業別

会社員 30 73.3% 16.7% 10.0%

自営業 8 37.5% 37.5% 25.0%

農林漁業 0 － － －

公務員 5 80.0% 20.0% 0.0%

学生 0 － － －

無職 31 61.3% 12.9% 25.8%

その他 12 66.7% 8.3% 25.0%

地区別

中央区 20 85.0% 10.0% 5.0%

東区 22 54.5% 18.2% 27.3%

西区 18 66.7% 16.7% 16.7%

南区 10 50.0% 10.0% 40.0%

北区 15 60.0% 26.7% 13.3%
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問７-３．（問７．で「参加していない」と答えられた方）参加しなかった理由は何です

か。（複数回答可） 

問７．で「参加していない」と回答した 714 人については、「学習会やイベントの開催

情報がなかったため」が 48.0%と最も高く、次いで「時間がなかったため」が 34.5％、「興

味がなかったため」が 24.6％となっている。 

前回調査との比較や過去 5年間の推移では、「興味がなかったため」の割合が上昇して

いる。 

 

【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「時間がなかったため」、「経済的な負担が増加するため」、「興味がなかったた

め」は、女性の方が男性よりも回答割合が高くなっている一方で、「学習会や

イベントの開催情報がなかったため」は、男性の方が女性よりも回答割合が

高くなっている。 

年代別：「時間がなかったため」は、50歳代が 50.9％と最も高く、「学習会やイベント

の開催情報がなかったため」は、20歳代が 59.4％、「経済的な負担が増加す

るため」、「興味がなかったため」は、30歳代が 6.5％、42.3％と最も高くな

っている。 

地区別：「時間がなかったため」は、中央区と北区が同率の 36.2％と最も高く、「興味

がなかったため」は、北区が 27.7％、「経済的な負担が増加するため」は、西

区が 4.9％、「学習会やイベントの開催情報がなかったため」は、中央区が

56.8％と最も高くなっている。 
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【参考】 

「その他」の内容 

・ 年齢及び身体的不自由により足を運べない。 

・ 自分で考え、学習し、納得したことしかやらない。 

・ 自分が参加したいと思うものがなかった。 

 

■属性別回答 

 

合
計

時
間
が
な
か
っ

た

た
め

経
済
的
な
負
担
が

増
加
す
る
た
め

学
習
会
や
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
情
報
が

な
か
っ

た
た
め

興
味
が
な
か
っ

た

た
め

そ
の
他

全体 714 34.5% 4.1% 48.0% 24.6% 8.7%

性別

男性 366 31.4% 3.6% 52.5% 23.5% 7.7%

女性 344 37.5% 4.7% 43.3% 26.2% 9.9%

年齢別

20歳代 64 37.5% 1.6% 59.4% 34.4% 4.7%

30歳代 123 35.8% 6.5% 44.7% 42.3% 3.3%

40歳代 107 39.3% 3.7% 40.2% 29.0% 4.7%

50歳代 106 50.9% 4.7% 43.4% 17.9% 6.6%

60歳代 146 35.6% 2.7% 51.4% 19.9% 11.6%

70歳代 116 16.4% 4.3% 55.2% 13.8% 9.5%

80歳代 48 18.8% 4.2% 41.7% 14.6% 31.3%

職業別

会社員 292 44.2% 3.8% 49.7% 27.1% 4.1%

自営業 47 31.9% 2.1% 57.4% 25.5% 8.5%

農林漁業 4 50.0% 0.0% 50.0% 25.0% 0.0%

公務員 52 38.5% 0.0% 42.3% 30.8% 1.9%

学生 7 28.6% 14.3% 71.4% 14.3% 0.0%

無職 230 22.2% 6.1% 45.7% 20.0% 13.9%

その他 76 32.9% 2.6% 44.7% 27.6% 15.8%

地区別

中央区 185 36.2% 4.3% 56.8% 21.6% 5.4%

東区 185 32.4% 3.8% 48.6% 27.6% 9.2%

西区 81 32.1% 4.9% 48.1% 23.5% 9.9%

南区 121 34.7% 3.3% 43.8% 24.0% 5.0%

北区 130 36.2% 3.1% 37.7% 27.7% 16.2%
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問８．今後、どのような内容の学習会等に参加してみたいと思いますか。（複数回答可） 

「日常生活の中で実践できるエコについて学べるもの」が 41.9%と最も高く、次いで「身

近な地域の環境について学べるもの」が 41.1％、「省エネルギーや新エネルギーなど、話

題になっているテーマについて学べるもの」が 28.2％となっている。 

前回調査と比較すると、順位や割合に大きな変化はみられない。 

過去 5年間の推移では、「日常生活の中で実践できるエコについて学べるもの」や、「身

近な地域の環境について学べるもの」が毎年上位を占めており、市民の生活に密着した

内容のものが求められていることがうかがえる。 

 

【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「日常生活の中で実践できるエコについて学べるもの」は、女性の方が男性よ

りも回答割合が高くなっている一方で、それ以外の項目においては、男性の

方が女性よりも回答割合が高くなっている。 

年代別：「日常生活の中で実践できるエコについて学べるもの」、「国際的な環境問題に

ついて学べるもの」は、20歳代が 49.3％、15.9％と最も高く、「環境問題に

ついて基礎的な知識が学べるもの」、「省エネルギーや新エネルギーなど、話

題なっているテーマについて学べるもの」は、50歳代がそれぞれ 25.4％、

39.0％、「身近な地域の環境について学べるもの」は、60歳代が 50.0％と最

も高くなっている。  
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地区別：「日常生活の中で実践できるエコについて学べるもの」は、北区が 51.3％と最

も高く、「環境問題について基礎的な知識が学べるもの」、「身近な地域の環境

について学べるもの」、「国際的な環境問題について学べるもの」は、中央区

が、「省エネルギーや新エネルギーなど、話題になっているテーマについて学

べるもの」の割合は、西区が 31.3％と最も高くなっている。 

【参考】 

「その他」の内容 

・ 回収したプラスチックや資源物の再資源化への過程を知りたい。 

・ 地下水の保護及び保全について知りたい。 

 

■属性別回答 

 

合
計

日
常
生
活
の
中
で
実
践

で
き
る
エ
コ
に
つ
い
て

学
べ
る
も
の

環
境
問
題
に
つ
い
て
基

礎
的
な
知
識
が
学
べ
る

も
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
新
エ

ネ
ル
ギ
ー

な
ど
、

話
題

に
な
っ

て
い
る
テ
ー

マ

に
つ
い
て
学
べ
る
も
の

身
近
な
地
域
の
環
境
に

つ
い
て
学
べ
る
も
の

国
際
的
な
環
境
問
題
に

つ
い
て
学
べ
る
も
の

そ
の
他

全体 811 41.9% 19.5% 28.2% 41.1% 10.1% 4.9%

性別

男性 421 33.7% 21.4% 29.9% 45.8% 10.2% 5.7%

女性 384 51.0% 17.4% 26.8% 35.9% 9.9% 4.2%

年代別

20歳代 69 49.3% 20.3% 23.2% 39.1% 15.9% 7.2%

30歳代 128 47.7% 18.0% 27.3% 33.6% 15.6% 6.3%

40歳代 125 45.6% 18.4% 25.6% 34.4% 14.4% 7.2%

50歳代 118 39.8% 25.4% 39.0% 37.3% 10.2% 1.7%

60歳代 168 45.8% 21.4% 29.8% 50.0% 7.1% 5.4%

70歳代 138 29.0% 16.7% 29.0% 46.4% 4.3% 3.6%

80歳代 60 36.7% 13.3% 16.7% 43.3% 3.3% 3.3%

職業別

会社員 323 45.8% 22.3% 31.0% 35.9% 11.8% 4.0%

自営業 56 33.9% 17.9% 32.1% 42.9% 12.5% 5.4%

農林漁業 4 50.0% 0.0% 0.0% 75.0% 25.0% 0.0%

公務員 57 43.9% 15.8% 22.8% 38.6% 21.1% 7.0%

学生 7 28.6% 14.3% 14.3% 42.9% 28.6% 0.0%

無職 268 38.4% 16.8% 24.6% 47.0% 5.6% 5.2%

その他 89 41.6% 21.3% 34.8% 41.6% 6.7% 6.7%

地区別

中央区 206 36.4% 27.2% 30.1% 48.5% 12.1% 4.9%

東区 211 44.1% 18.5% 30.8% 33.6% 8.1% 4.3%

西区 99 42.4% 12.1% 31.3% 41.4% 11.1% 6.1%

南区 131 37.4% 17.6% 27.5% 43.5% 8.4% 4.6%

北区 150 51.3% 17.3% 21.3% 39.3% 10.0% 4.7%
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問９．どのような条件が整えば、より環境に関する学習会やイベント等に参加したいと

思いますか。（複数回答可） 

「気軽に参加することができる」が 55.6％と最も高く、次いで「無料で参加できる」

が 50.3%、「自分の都合に合わせて、短時間で参加できる」が 45.6%となっている。 

前回調査との比較や過去５年間の推移では、「小学校や公民館など、身近な場所で開催

される」、「友人や家族と一緒に参加することができる」が、減少傾向にある。 

 

【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「自分の都合に合わせて、短時間で参加できる」、「無料で参加できる」「専門

的な知識を身につけることができる」、「友人や家族と一緒に参加することが

できる」は、女性の方が男性よりも回答割合が高くなっている一方で、「小学

校や公民館など、身近な場所で開催される」、「気軽に参加することができる」

の割合は、男性の方が女性よりも回答割合が高くなっている。 

年代別：「自分の都合に合わせて、短時間で参加できる」「友人や家族と一緒に参加す

ることができる」は、30歳代がそれぞれ 60.9％、27.3％と最も高く、「小学

校や公民館など身近な場所で開催される」は、70歳代が 44.2％、「無料で参

加できる」は、20歳代が 78.3％、「気軽に参加できる」は、60歳代が 63.7％、

「専門的な知識を身につけることができる」は 50歳代が 16.1％と最も高くな

っている。 
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【参考】 

「その他」の内容 

・ ネットなどを使って自宅でできるもの 

・ 子供と一緒に参加できるイベントなどあれば 

・ 人との繋がりが持てる 

 

■属性別回答 

 

合
計

自
分
の
都
合
に
合

わ
せ
て
、

短
時
間

で
参
加
で
き
る

小
学
校
や
公
民
館

な
ど
、

身
近
な
場

所
で
開
催
さ
れ
る

無
料
で
参
加
で
き

る

気
軽
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
る

専
門
的
な
知
識
を

身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る

友
人
や
家
族
と
一

緒
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
る

そ
の
他

全体 811 45.6% 33.5% 50.3% 55.6% 13.1% 17.6% 6.9%

性別

男性 421 42.0% 34.9% 45.4% 56.8% 12.6% 15.2% 7.8%

女性 384 50.0% 32.0% 56.0% 54.7% 13.8% 20.6% 6.0%

年齢別

20歳代 69 46.4% 18.8% 78.3% 59.4% 15.9% 26.1% 5.8%

30歳代 128 60.9% 35.9% 62.5% 53.1% 14.1% 27.3% 8.6%

40歳代 125 53.6% 32.8% 56.8% 51.2% 14.4% 21.6% 9.6%

50歳代 118 52.5% 26.3% 50.0% 56.8% 16.1% 14.4% 8.5%

60歳代 168 46.4% 32.7% 45.2% 63.7% 14.3% 11.3% 6.0%

70歳代 138 23.9% 44.2% 33.3% 54.3% 7.2% 13.0% 3.6%

80歳代 60 31.7% 38.3% 33.3% 45.0% 10.0% 15.0% 6.7%

職業別

会社員 323 57.0% 30.0% 59.4% 56.0% 16.7% 20.7% 5.9%

自営業 56 44.6% 25.0% 41.1% 51.8% 12.5% 21.4% 12.5%

農林漁業 4 25.0% 50.0% 25.0% 50.0% 25.0% 25.0% 0.0%

公務員 57 50.9% 26.3% 50.9% 56.1% 15.8% 10.5% 10.5%

学生 7 57.1% 28.6% 42.9% 71.4% 28.6% 0.0% 0.0%

無職 268 32.8% 40.7% 38.4% 54.1% 9.0% 14.2% 7.1%

その他 89 41.6% 34.8% 60.7% 60.7% 10.1% 21.3% 5.6%

地区別

中央区 206 47.6% 32.5% 55.8% 60.2% 15.5% 15.5% 5.8%

東区 211 46.4% 36.5% 51.2% 56.4% 11.4% 17.5% 8.1%

西区 99 42.4% 27.3% 47.5% 47.5% 20.2% 15.2% 7.1%

南区 131 42.7% 32.1% 42.7% 56.5% 8.4% 20.6% 6.1%

北区 150 47.3% 36.7% 51.3% 55.3% 12.0% 20.7% 5.3%
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問１０．市民の環境保全意識を高めるために、市としてどのような取組を行えば効果的

だと思いますか。（複数回答可） 

「学校や社会における環境教育の充実」が 43.3%と最も高くなっている。次いで「環境

に関する広報などの強化」が35.6％、「体験学習など自然に触れる機会の提供」が33.9％

となっている。 

前回の調査と比較すると、「環境保全活動に貢献した市民や団体の表彰」以外は減少して

いる。このことから、学校や地域においての環境学習・教育の充実、環境活動における

地域リーダーの育成、体験学習の場や、環境保全について考える機会の提供が必要であ

ることがうかがえる。 

 
【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「学校や社会における環境教育の充実」、「体験学習など自然に触れる機会の提

供」、「環境保全活動に貢献した市民や団体の表彰」は、女性の方が男性より

も回答割合が高くなっており、それ以外の項目は、男性の方が女性よりも回

答割合が高くなっている。 

年代別：20歳代から 50歳代 は「学校や社会における環境教育の充実」が最も高くな

っている。60歳代から 80歳代は「環境に関する広報などの強化」が最も高く

なっている。 
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地区別：東区、西区、南区、北区は「学校や社会における環境教育の充実」が最も高

くなっている。中央区は「環境に関する広報などの強化」が最も高くなって

いる。 

【参考】 

「その他」の内容 

・ 人気芸能人と環境保全に対しての意見会など 

・ ゴミの量が少なくなれば、お得なかたちで還元されるような取り組み 

・ 環境保全することで保全した市民に目に見える利益がでるシステム作り 

・ 環境に意識が向き、参加できるようなゆとりある個人の経済、時間に対する施策 

■属性別回答 

 

合
計

学
習
会
や
講
演
会
な
ど

の
開
催

学
校
や
社
会
に
お
け
る

環
境
教
育
の
充
実

環
境
活
動
の
指
導
者
や

地
域
リ
ー

ダ
ー

の
育
成

環
境
に
関
す
る
情
報
を

入
手
で
き
る
場
の
提
供

体
験
学
習
な
ど
自
然
に

触
れ
る
機
会
の
提
供

環
境
に
関
す
る
広
報
な

ど
の
強
化

環
境
保
全
活
動
に
貢
献

し
た
市
民
や
団
体
の
表

彰

身
近
な
地
域
の
環
境
保

全
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
の
提
供

そ
の
他

全体 811 17.8% 43.3% 18.0% 29.5% 33.9% 35.6% 8.8% 26.6% 5.9%

性別

男性 421 19.5% 40.6% 20.4% 30.2% 30.9% 37.1% 8.8% 27.3% 7.1%

女性 384 15.9% 46.6% 15.6% 28.6% 37.5% 34.1% 8.9% 26.0% 4.7%

年齢別

20歳代 69 18.8% 50.7% 10.1% 24.6% 43.5% 33.3% 14.5% 24.6% 4.3%

30歳代 128 12.5% 50.8% 13.3% 28.9% 44.5% 28.9% 9.4% 16.4% 9.4%

40歳代 125 14.4% 55.2% 18.4% 33.6% 42.4% 28.0% 13.6% 23.2% 8.8%

50歳代 118 15.3% 46.6% 17.8% 33.9% 31.4% 35.6% 7.6% 28.8% 8.5%

60歳代 168 18.5% 38.1% 20.8% 33.3% 31.5% 47.6% 8.9% 37.5% 4.2%

70歳代 138 23.2% 34.8% 22.5% 21.7% 23.2% 36.2% 2.9% 27.5% 0.7%

80歳代 60 25.0% 23.3% 20.0% 25.0% 20.0% 33.3% 6.7% 21.7% 6.7%

職業別

会社員 323 17.3% 48.0% 17.3% 31.0% 35.6% 34.7% 10.8% 23.2% 7.4%

自営業 56 21.4% 41.1% 12.5% 30.4% 35.7% 44.6% 7.1% 32.1% 5.4%

農林漁業 4 0.0% 50.0% 25.0% 50.0% 0.0% 75.0% 0.0% 50.0% 0.0%

公務員 57 14.0% 45.6% 15.8% 33.3% 42.1% 40.4% 12.3% 33.3% 5.3%

学生 7 0.0% 42.9% 0.0% 28.6% 57.1% 28.6% 0.0% 28.6% 0.0%

無職 268 18.7% 38.4% 20.1% 27.2% 29.5% 35.4% 5.2% 27.6% 5.2%

その他 89 19.1% 41.6% 21.3% 27.0% 36.0% 30.3% 12.4% 28.1% 4.5%

地区別

中央区 206 18.4% 36.4% 18.9% 29.6% 32.0% 40.8% 9.2% 33.5% 7.3%

東区 211 18.0% 46.0% 15.2% 28.9% 33.6% 33.6% 5.7% 20.9% 5.2%

西区 99 12.1% 38.4% 23.2% 33.3% 37.4% 30.3% 12.1% 21.2% 6.1%

南区 131 20.6% 46.6% 12.2% 26.7% 38.2% 32.1% 8.4% 29.0% 3.8%

北区 150 16.7% 50.7% 22.0% 30.0% 30.7% 38.7% 11.3% 28.0% 5.3%
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■「まちづくりプロジェクト」について 

 

問１１．（緑化活動、清掃活動、環境学習に関する活動など）環境保全に関わるまちづく

りの活動が増えてきたと感じますか。（１つだけ） 

「やや感じる」が 51.5％と最も高く、次いで「感じない」が 34.3％、「感じる」が 11.0％

となっている。 

前回調査と比較すると、「感じる」と「やや感じる」を合わせた割合は 62.5％と 1.3

ポイント減少している。 

過去 5年間の推移では、「感じる」と「やや感じる」を合わせた割合は、平成 25年度

では 66.6％に対し、平成 29年度は 62.5％と減少している。 

 

【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「感じる」と「やや感じる」を合わせた割合は、女性 64.8％、男性 61.3％で、

女性の方が高くなっている。 

年代別：「感じる」と「やや感じる」を合わせた割合は、50歳代が 71.2％と最も高く、

次いで 80歳代（66.6％）、40歳代（66.4％）となっている。 

地区別：「感じる」と「やや感じる」を合わせた割合は、北区が 69.4％と最も高く、次

いで南区（65.6％）、西区（60.6％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

11.0% 

12.2% 

13.3% 

16.9% 

17.1% 

51.5% 

51.6% 

49.7% 

51.5% 

49.5% 

34.3% 

33.3% 

34.9% 

30.6% 

31.9% 

3.2% 

3.0% 

2.1% 

0.9% 

1.5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成29

年度 

平成28

年度 

平成27

年度 

平成26

年度 

平成25

年度 

感じる やや感じる 感じない 無回答 
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■属性別回答 

 

 

 

 

 

 

合
計

感
じ
る

や
や
感
じ
る

感
じ
な
い

無
回
答

全体 811 11.0% 51.5% 34.3% 3.2%

性別

男性 421 11.2% 50.1% 36.6% 2.1%

女性 384 10.9% 53.9% 31.3% 3.9%

年齢別

20歳代 69 5.8% 43.5% 47.8% 2.9%

30歳代 128 7.0% 45.3% 46.1% 1.6%

40歳代 125 6.4% 60.0% 32.8% 0.8%

50歳代 118 11.9% 59.3% 28.0% 0.8%

60歳代 168 10.7% 53.6% 34.5% 1.2%

70歳代 138 18.1% 47.8% 26.1% 8.0%

80歳代 60 18.3% 48.3% 23.3% 10.0%

職業別

会社員 323 9.0% 53.9% 35.9% 1.2%

自営業 56 5.4% 62.5% 32.1% 0.0%

農林漁業 4 0.0% 75.0% 25.0% 0.0%

公務員 57 7.0% 50.9% 42.1% 0.0%

学生 7 14.3% 28.6% 57.1% 0.0%

無職 268 16.0% 46.3% 31.0% 6.7%

その他 89 9.0% 57.3% 30.3% 3.4%

地区別

中央区 206 9.2% 51.0% 37.4% 2.4%

東区 211 10.9% 49.3% 34.6% 5.2%

西区 99 7.1% 53.5% 38.4% 1.0%

南区 131 13.7% 51.9% 31.3% 3.1%

北区 150 14.7% 54.7% 28.0% 2.7%
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問１２．日頃、地域の環境保全活動に参加していますか。（１つだけ） 

「参加したことはないが、今後してみたい」が 42.2%と最も高く、次いで「できる限り

参加している」が 33.5％、「参加したことはないし、今後もしたいと思わない」が 16.8％

となっている。 

前回調査と比較すると、「参加したことはないが、今後してみたい」が 1.5 ポイント上

昇、「できる限り参加している」が 1.5 ポイント減少している。 

過去 5年間の推移では、各項目の割合に大きな変動はない。 

 

 

 

【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「積極的に参加している」と「できる限り参加している」を合わせた割合は、

男性 39.7％、女性を 36.4％で、男性の方が高くなっている。 

年代別：「積極的に参加している」と「できる限り参加している」を合わせた割合は、

70歳代が 44.2％と最も高く、次いで、80歳代（43.4％）、60 歳代（42.2％）

となっている。 

地区別：「積極的に参加している」と「できる限り参加している」を合わせた割合は、

南区が 51.1％と最も高く、次いで、北区（47.4％）、西区（40.4％）となって

いる。 

 

 

 

 

4.4% 

5.4% 

4.7% 

3.7% 

5.0% 

33.5% 

35.0% 

30.1% 

32.3% 

35.4% 

42.2% 

40.7% 

45.7% 

46.0% 

41.4% 

16.8% 

16.0% 

17.8% 

17.0% 

16.7% 

3.1% 

2.9% 

1.8% 

1.0% 

1.5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成29 

年度 

平成28 

年度 

平成27 

年度 

平成26 

年度 

平成25 

年度 

積極的に参加している できる限り参加している 

参加したことはないが、今後してみたい 参加したことはないし、今後もしたいと思わない 

無回答 
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■属性別回答 

 

 

合
計

積
極
的
に
参
加
し
て
い
る

で
き
る
限
り
参
加
し
て
い
る

参
加
し
た
こ
と
は
な
い
が
、

今
後
し
て
み
た
い

参
加
し
た
こ
と
は
な
い
し
、

今
後
も
し
た
い
と
思
わ
な
い

無
回
答

全体 811 4.4% 33.5% 42.2% 16.8% 3.1%

性別

男性 421 5.7% 34.0% 42.8% 15.2% 2.4%

女性 384 3.1% 33.3% 41.7% 18.5% 3.4%

年齢別

20歳代 69 2.9% 20.3% 58.0% 18.8% 0.0%

30歳代 128 1.6% 25.0% 46.1% 25.8% 1.6%

40歳代 125 4.8% 35.2% 40.8% 18.4% 0.8%

50歳代 118 0.8% 40.7% 41.5% 16.1% 0.8%

60歳代 168 7.7% 34.5% 43.5% 12.5% 1.8%

70歳代 138 5.8% 38.4% 34.1% 13.0% 8.7%

80歳代 60 6.7% 36.7% 36.7% 13.3% 8.3%

職業別

会社員 323 3.1% 27.2% 49.5% 19.8% 0.3%

自営業 56 3.6% 50.0% 28.6% 17.9% 0.0%

農林漁業 4 25.0% 50.0% 25.0% 0.0% 0.0%

公務員 57 5.3% 36.8% 38.6% 19.3% 0.0%

学生 7 0.0% 0.0% 85.7% 14.3% 0.0%

無職 268 6.0% 36.2% 37.3% 13.4% 7.1%

その他 89 4.5% 39.3% 38.2% 13.5% 4.5%

地区別

中央区 206 1.9% 25.2% 51.9% 18.4% 2.4%

東区 211 4.7% 28.9% 45.0% 15.6% 5.7%

西区 99 6.1% 34.3% 38.4% 19.2% 2.0%

南区 131 3.8% 47.3% 32.8% 13.7% 2.3%

北区 150 6.7% 40.7% 35.3% 16.0% 1.3%
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問１２－１．（問１２．で「積極的に参加している」又は「できる限り参加している」と

答えられた方）どのような団体の活動に参加していますか。（複数回答可） 

問１２．で「積極的に参加している」又は「できる限り参加している」と回答した 308

人については、「町内自治会」が 83.1%と最も高く、次いで「子ども会」が 19.5％、「PTA」

が 12.3％となっている。 

前回調査と比較すると、「PTA」、「NPO」、「婦人会」、「子ども会」が上昇している。一方

で、「町内自治会」、「老人会」、「自分たちで立ち上げたグループ」が、それぞれ減少して

いる。 

過去 5年間の推移では、「子ども会」の割合が、平成 25年の 14.8％から平成 29年度の

19.5％と順調な伸びを示している。 

 
【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「町内自治会」、「老人会」、「子ども会」は、男性の方が高くなっている一方で、

「PTA」、「NPO」、「婦人会」、「自分たちで立ち上げたグループ」は、女性の方

が高くなっている。 

年代別：「町内自治会」は、70歳代が 95.1％と最も高く、「PTA」は、40歳代が 78.0％、

「NPO」、「子ども会」は、30歳代がそれぞれ 5.9％、64.7％、「老人会」と「婦

人会」は、80歳代がそれぞれ 38.5％、7.7％、「自分たちで立ち上げた活動グ

ループ」は、60歳代が 8.5％と最も高くなっている。 
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地区別：「町内自治会」、「老人会」、「婦人会」は、南区がそれぞれ 88.1％、14.9％、6.0％

と最も高く、「PTA」と「子ども会」は、西区がそれぞれ 22.5％、30.0％、「NPO」

は、東区が 7.0％、「自分たちで立ち上げた活動グループ」は中央区が 7.1％

と最も高くなっている。 

【参考】 

「その他」の内容 

・ ボランティア団体         ・ ボーイスカウト活動 

・ 労働組合にて企画         ・ 社内環境美化活動 

 

■属性別回答 

 

合
計

町
内
自
治
会

Ｐ
Ｔ
Ａ

Ｎ
Ｐ
Ｏ

老
人
会

婦
人
会

子
ど
も
会

自
分
た
ち
で
立

ち
上
げ
た
活
動

グ
ル
ー

プ

そ
の
他

全体 308 83.1% 12.3% 2.9% 12.0% 4.2% 19.5% 3.6% 11.4%

性別

男性 167 88.0% 9.6% 2.4% 14.4% 3.0% 19.8% 2.4% 13.2%

女性 140 77.9% 15.7% 3.6% 9.3% 5.7% 19.3% 5.0% 8.6%

年代別

20歳代 16 56.3% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 37.5%

30歳代 34 55.9% 23.5% 5.9% 0.0% 0.0% 64.7% 2.9% 8.8%

40歳代 50 78.0% 78.0% 2.0% 4.0% 4.0% 48.0% 2.0% 12.0%

50歳代 49 85.7% 16.3% 2.0% 4.1% 6.1% 10.2% 2.0% 14.3%

60歳代 71 94.4% 1.4% 5.6% 7.0% 7.0% 1.4% 8.5% 8.5%

70歳代 61 95.1% 0.0% 1.6% 29.5% 1.6% 4.9% 3.3% 8.2%

80歳代 26 84.6% 3.8% 0.0% 38.5% 7.7% 4.9% 0.0% 3.8%

職業別

会社員 98 79.6% 19.4% 3.1% 1.0% 3.1% 31.6% 2.0% 18.4%

自営業 30 83.3% 6.7% 3.3% 10.0% 6.7% 20.0% 6.7% 10.0%

農林漁業 3 100.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0%

公務員 24 66.7% 25.0% 0.0% 0.0% 4.2% 41.7% 0.0% 20.8%

学生 0 － － － － － － － －

無職 113 91.2% 5.3% 2.7% 26.5% 4.4% 6.2% 3.5% 4.4%

その他 39 79.5% 12.8% 5.1% 5.1% 5.1% 15.4% 5.1% 7.7%

地区別

中央区 56 80.4% 16.1% 1.8% 12.5% 3.6% 16.1% 7.1% 12.5%

東区 71 83.1% 7.0% 7.0% 11.3% 5.6% 18.3% 2.8% 9.9%

西区 40 85.0% 22.5% 2.5% 7.5% 2.5% 30.0% 0.0% 15.0%

南区 67 88.1% 10.4% 1.5% 14.9% 6.0% 14.9% 6.0% 10.4%

北区 71 81.7% 11.3% 0.0% 12.7% 2.8% 22.5% 1.4% 8.5%
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問１２－２．（問１２．で「積極的に参加している」又は「できる限り参加している」と

答えられた方）現在、地域においてどのような環境保全活動に参加していますか。（複

数回答可） 

問１２．で「積極的に参加している」又は「できる限り参加している」と回答した 308

人については、「清掃活動」が 83.8%と最も高くなっており、次いで「リサイクルや資源

回収活動」が 42.9％、「ごみステーションの管理」が 30.2％となっている。 

前回調査と比較すると、「リサイクルや資源回収活動」が 3.7 ポイント増加している。 

過去 5年間の推移では、「自然林や野生生物の自然保護活動」、「自然観察会の開催」、「河

川環境保全活動」、「歴史的文化遺産の保全活動」、「環境保全のための寄付」が上昇傾向

にある。 

 

【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「自然観察会の開催」、「ごみステーションの管理」、「環境問題に関する講演会・
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勉強会の開催」、「環境保全のための寄付」は、女性の方が高くなっている一

方で、前述以外の項目は、男性の方が高くなっている。 

年代別：「自然観察会の開催」、「河川環境保全活動」、「環境保全のための寄付」は、20

歳代がそれぞれ 6.3％、18.8％、12.5％と最も高くなっているものの、「ゴミ

ステーションの管理」、「リサイクルや資源回収活動」の割合はそれぞれ 12.5％、

18.8％と最も低くなっている。 

地区別：「自然林や野生生物の自然保護活動」、「自然観察会の開催」、「森林保全活動」、

「河川環境保全活動」、「リサイクルや資源回収活動」、「歴史的文化遺産の保

全活動」は、西区が最も高くなっている。 

■属性別回答 

 

合
計

自
然
林
や
野
生
生
物
の

自
然
保
護
活
動

自
然
観
察
会
の
開
催

植
樹
な
ど
の
緑
化
活
動

森
林
保
全
活
動

地
下
水
の
保
全
活
動

河
川
環
境
保
全
活
動

清
掃
活
動

ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ

ン
の

管
理

リ
サ
イ
ク
ル
や

資
源
回
収
活
動

歴
史
的
文
化
遺
産
の

保
全
活
動

環
境
問
題
に
関
す
る

講
演
会
・
勉
強
会
の
開
催

環
境
保
全
の
た
め
の
寄
付

そ
の
他

全体 308 2.9% 3.2% 7.5% 1.9% 2.6% 9.1% 83.8% 30.2% 42.9% 1.9% 2.3% 3.6% 1.3%

男性 167 4.8% 2.4% 11.4% 3.6% 4.2% 13.2% 88.6% 29.3% 44.3% 3.0% 1.8% 3.0% 0.6%

女性 140 0.7% 4.3% 2.9% 0.0% 0.7% 4.3% 77.9% 31.4% 41.4% 0.7% 2.9% 4.3% 2.1%

20歳代 16 0.0% 6.3% 6.3% 0.0% 0.0% 18.8% 75.0% 12.5% 18.8% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0%

30歳代 34 5.9% 2.9% 2.9% 2.9% 0.0% 5.9% 73.5% 23.5% 44.1% 0.0% 2.9% 0.0% 0.0%

40歳代 50 6.0% 4.0% 2.0% 2.0% 2.0% 10.0% 86.0% 26.0% 44.0% 2.0% 4.0% 4.0% 2.0%

50歳代 49 0.0% 4.1% 10.2% 0.0% 0.0% 8.2% 89.8% 26.5% 42.9% 0.0% 0.0% 2.0% 2.0%

60歳代 71 4.2% 2.8% 8.5% 4.2% 2.8% 14.1% 84.5% 35.2% 45.1% 1.4% 2.8% 1.4% 1.4%

70歳代 61 0.0% 1.6% 11.5% 0.0% 4.9% 6.6% 83.6% 41.0% 44.3% 4.9% 3.3% 6.6% 1.6%

80歳代 26 3.8% 3.8% 7.7% 3.8% 7.7% 0.0% 84.6% 26.9% 46.2% 3.8% 0.0% 3.8% 0.0%

会社員 98 2.0% 2.0% 7.1% 1.0% 0.0% 14.3% 86.7% 24.5% 34.7% 0.0% 1.0% 2.0% 2.0%

自営業 30 3.3% 3.3% 3.3% 3.3% 10.0% 6.7% 80.0% 33.3% 60.0% 6.7% 6.7% 6.7% 0.0%

農林漁業 3 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

公務員 24 12.5% 8.3% 4.2% 8.3% 0.0% 12.5% 75.0% 12.5% 50.0% 0.0% 0.0% 8.3% 0.0%

学生 0 － － － － － － － － － － － － －

無職 113 1.8% 2.7% 10.6% 0.9% 2.7% 4.4% 85.8% 38.1% 41.6% 2.7% 1.8% 3.5% 0.9%

その他 39 2.6% 5.1% 5.1% 2.6% 2.6% 7.7% 76.9% 33.3% 46.2% 2.6% 5.1% 2.6% 2.6%

中央区 56 3.6% 5.4% 10.7% 1.8% 1.8% 12.5% 85.7% 23.2% 35.7% 1.8% 0.0% 5.4% 1.8%

東区 71 4.2% 4.2% 4.2% 1.4% 1.4% 2.8% 80.3% 36.6% 52.1% 1.4% 5.6% 4.2% 1.4%

西区 40 5.0% 7.5% 10.0% 7.5% 2.5% 15.0% 82.5% 27.5% 55.0% 5.0% 2.5% 5.0% 2.5%

南区 67 0.0% 0.0% 7.5% 0.0% 1.5% 11.9% 91.0% 34.3% 38.8% 0.0% 1.5% 3.0% 1.5%

北区 71 1.4% 0.0% 7.0% 0.0% 4.2% 5.6% 80.3% 28.2% 38.0% 1.4% 0.0% 1.4% 0.0%

地区別

性別

年代別

職業別
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問１２－３．（問１２．で「参加したことはないが、今後してみたい」と答えられた方）

今後、どのような団体の活動に参加してみたいですか。（複数回答可） 

問１２．で「参加したことはないが、今後してみたい」と回答した 342 人については、

「町内自治会」が 57.6%と最も高く、次いで「PTA」が 26.6％、「婦人会」が 13.7％とな

っている。 

前回調査及び平成 25年度と比較すると、「町内自治会」、「PTA」、「婦人会」、「自分たち

で立ち上げた活動グループ」が上昇している。 

 

【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「婦人会」、「子ども会」は、女性の方が高くなっている一方で、前述以外の項

目は、男性の方が高くなっている。 

年代別：「町内自治会」は、50歳代が 77.6％と最も高く、「PTA」は、20歳代が 10.0％、

「NPO」は、40歳代が 39.2％、「老人会」は、70歳代が 34.0％、「婦人会」は、

70歳代が 6.4％、「子ども会」と「自分たちで立ち上げた活動グループ」は、

30歳代がそれぞれ 39.0％、13.6％と最も高くなっている。 

地区別：「町内自治会」は中央区が 60.7％と最も高く、「PTA」、「子ども会」、「自分たち

で立ち上げた活動グループ」は南区がそれぞれ 9.3％、18.6％、11.6％、「NPO」

は東区が 32.6％、「老人会」は北区が 17.0％、「婦人会」は西区が 5.3％と最

も高くなっている。 



50 

【参考】 

「その他」の内容 

・ 特定の団体に限定されない、その活動をするためだけに集まるその都度だけのグ

ループ 

 

■属性別回答 

 

合
計

町
内
自
治
会

Ｐ
Ｔ
Ａ

Ｎ
Ｐ
Ｏ

老
人
会

婦
人
会

子
ど
も
会

自
分
た
ち
で
立
ち
上
げ

た
活
動
グ
ル
ー

プ

そ
の
他

全体 342 57.6% 3.8% 26.6% 10.5% 2.6% 13.7% 8.2% 9.4%

性別

男性 180 59.4% 4.4% 28.9% 11.7% 1.1% 12.2% 10.0% 7.8%

女性 160 56.3% 3.1% 24.4% 8.8% 4.4% 15.6% 6.3% 11.3%

年齢別

20歳代 40 47.5% 10.0% 32.5% 0.0% 0.0% 22.5% 12.5% 5.0%

30歳代 59 52.5% 5.1% 28.8% 0.0% 1.7% 39.0% 13.6% 13.6%

40歳代 51 51.0% 7.8% 39.2% 0.0% 0.0% 21.6% 5.9% 7.8%

50歳代 49 77.6% 2.0% 34.7% 0.0% 0.0% 2.0% 6.1% 8.2%

60歳代 73 60.3% 0.0% 26.0% 17.8% 5.5% 4.1% 9.6% 12.3%

70歳代 47 61.7% 2.1% 8.5% 34.0% 6.4% 0.0% 2.1% 8.5%

80歳代 21 47.6% 0.0% 4.8% 28.6% 4.8% 0.0% 4.8% 4.8%

職業別

会社員 160 60.6% 5.6% 33.8% 3.8% 1.3% 16.9% 10.0% 9.4%

自営業 16 56.3% 6.3% 25.0% 0.0% 0.0% 12.5% 12.5% 6.3%

農林漁業 1 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

公務員 22 54.5% 0.0% 27.3% 0.0% 0.0% 27.3% 13.6% 9.1%

学生 6 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0%

無職 100 60.0% 3.0% 14.0% 25.0% 6.0% 6.0% 4.0% 8.0%

その他 34 44.1% 0.0% 29.4% 8.8% 2.9% 14.7% 8.8% 17.6%

地区別

中央区 107 60.7% 1.9% 23.4% 10.3% 1.9% 13.1% 10.3% 14.0%

東区 95 56.8% 2.1% 32.6% 8.4% 2.1% 12.6% 4.2% 10.5%

西区 38 60.5% 2.6% 21.1% 5.3% 5.3% 10.5% 5.3% 7.9%

南区 43 60.5% 9.3% 27.9% 7.0% 2.3% 18.6% 11.6% 2.3%

北区 53 54.7% 7.5% 28.3% 17.0% 1.9% 15.1% 11.3% 5.7%
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問１２－４．（問１２．で「参加したことはないが、今後してみたい」と答えられた方）

今後、どのような環境保全活動に参加してみたいですか。（複数回答可） 

問１２．で「参加したことはないが、今後してみたい」と回答した 342 人については、

「清掃活動」が 32.5%と最も高く、次いで「植樹などの緑化活動」が 29.5％、「自然林や

野生生物の自然保護活動」、「地下水の保全活動」が同率の 27.2％となっている。 

前回調査と比較すると、「自然林や野生生物の自然保護活動」、「森林保全活動」、「歴史

的文化遺産の保全活動」が、それぞれ 4.3 ポイント、1.5 ポイント、0.5 ポイントの上昇

がみられたものの、それ以外の項目は減少している。 

平成 25年度と比較すると、「自然林や野生生物の自然保護活動」、「環境保全のための

寄付」が上昇している。 

 

【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「自然林や野生生物の自然保護活動」、「自然観察会の開催」、「植樹などの緑化

活動」、「清掃活動」、「環境保全のための寄付」は、女性の方が高くなってい
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る一方で、前述以外の項目は、男性の方が高くなっている。 

年代別：「自然観察会の開催」、「植樹などの緑化活動」、「森林保全活動」、「清掃活動」

は 40歳代が最も高く、「地下水の保全活動」、「河川環境保全活動」、「環境保

全のための寄付」は、20歳代がそれぞれ最も高くなっている。 

地区別：各項目の合計割合は、中央区がもっとも高く、次いで東区、南区となってい

る。 

【参考】 

「その他」の内容 

・ 江津湖のごみひろい     ・ リサイクル工場見学 

 

■属性別回答 

 

合
計

自
然
林
や
野
生
生
物
の

自
然
保
護
活
動

自
然
観
察
会
の
開
催

植
樹
な
ど
の
緑
化
活
動

森
林
保
全
活
動

地
下
水
の
保
全
活
動

河
川
環
境
保
全
活
動

清
掃
活
動

ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ

ン
の

管
理

リ
サ
イ
ク
ル
や

資
源
回
収
活
動

歴
史
的
文
化
遺
産
の

保
全
活
動

環
境
問
題
に
関
す
る

講
演
会
・
勉
強
会
の
開
催

環
境
保
全
の
た
め
の
寄
付

そ
の
他

全体 342 27.2% 19.9% 29.5% 10.5% 27.2% 14.6% 32.5% 9.1% 22.8% 20.5% 17.3% 4.7% 0.9%

男性 180 25.6% 18.3% 26.1% 13.3% 32.2% 17.8% 28.3% 10.0% 23.3% 24.4% 17.8% 4.4% 1.1%

女性 160 29.4% 21.9% 33.8% 7.5% 21.9% 11.3% 36.9% 8.1% 22.5% 16.3% 16.9% 5.0% 0.6%

20歳代 40 22.5% 15.0% 40.0% 10.0% 35.0% 22.5% 37.5% 0.0% 25.0% 12.5% 15.0% 12.5% 0.0%

30歳代 59 33.9% 23.7% 32.2% 10.2% 25.4% 8.5% 27.1% 10.2% 22.0% 23.7% 8.5% 3.4% 1.7%

40歳代 51 31.4% 29.4% 49.0% 15.7% 23.5% 19.6% 39.2% 7.8% 19.6% 15.7% 17.6% 3.9% 3.9%

50歳代 49 32.7% 22.4% 28.6% 8.2% 22.4% 12.2% 30.6% 6.1% 28.6% 22.4% 22.4% 4.1% 0.0%

60歳代 73 28.8% 15.1% 24.7% 8.2% 28.8% 16.4% 31.5% 8.2% 19.2% 30.1% 20.5% 2.7% 0.0%

70歳代 47 19.1% 17.0% 17.0% 14.9% 34.0% 17.0% 36.2% 19.1% 25.5% 17.0% 12.8% 6.4% 0.0%

80歳代 21 9.5% 14.3% 4.8% 4.8% 19.0% 0.0% 19.0% 14.3% 23.8% 9.5% 33.3% 0.0% 0.0%

会社員 160 29.4% 20.6% 32.5% 11.9% 24.4% 15.0% 35.6% 5.0% 26.9% 20.6% 20.6% 5.0% 1.3%

自営業 16 50.0% 25.0% 50.0% 18.8% 50.0% 31.3% 25.0% 12.5% 31.3% 50.0% 6.3% 6.3% 0.0%

農林漁業 1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

公務員 22 27.3% 27.3% 36.4% 9.1% 36.4% 18.2% 40.9% 13.6% 13.6% 22.7% 4.5% 4.5% 0.0%

学生 6 33.3% 50.0% 33.3% 0.0% 16.7% 16.7% 16.7% 0.0% 33.3% 33.3% 16.7% 16.7% 0.0%

無職 100 21.0% 18.0% 18.0% 8.0% 28.0% 11.0% 30.0% 15.0% 21.0% 16.0% 19.0% 3.0% 0.0%

その他 34 26.5% 11.8% 38.2% 11.8% 26.5% 14.7% 23.5% 8.8% 8.8% 17.6% 11.8% 5.9% 2.9%

中央区 107 25.2% 18.7% 36.4% 9.3% 27.1% 14.0% 39.3% 9.3% 22.4% 20.6% 22.4% 6.5% 2.8%

東区 95 35.8% 26.3% 20.0% 14.7% 28.4% 17.9% 26.3% 7.4% 25.3% 20.0% 15.8% 5.3% 0.0%

西区 38 26.3% 13.2% 28.9% 13.2% 23.7% 13.2% 31.6% 13.2% 18.4% 21.1% 7.9% 5.3% 0.0%

南区 43 25.6% 16.3% 37.2% 9.3% 27.9% 18.6% 34.9% 9.3% 23.3% 11.6% 18.6% 2.3% 0.0%

北区 53 20.8% 18.9% 30.2% 5.7% 30.2% 9.4% 28.3% 9.4% 24.5% 30.2% 17.0% 1.9% 0.0%

地区別

職業別

年代別

性別
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問１２－５．（問１２．で「参加したことはないし、今後もしたいと思わない」と答えら

れた方）参加したいと思わない理由は何ですか。（複数回答可） 

問１２．で「参加したことはないし、今後もしたいと思わない」と回答した 136 人に

ついては、「時間がないため」が 47.8%と最も高く、次いで「興味がないため」が 31.6％、

「その他」が 22.1％となっている。 

前回調査や過去 5年間の推移では、「メンバーが固定されていて新たに参加しづらいた

め」が平成 25年度の 16.1％から平成 29年度の 19.9％へと上昇している。 

 

【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「時間がないため」、「メンバーが固定されていて新たに参加しづらいため」は、

女性の方が高くなっている一方で、「興味がないため」、「活動の効果があると

思わないため」は、男性の方が高くなっている。 

年代別：「時間がないため」、「活動の効果があると思わない」は、40歳代がそれぞれ

73.9％、17.4％と最も高くなっている。また、「興味がないため」は、30歳代

が 48.5％、「メンバーが固定されていて新たに参加しづらい」は、20歳代が

38.5％と最も高くなっている。 

地区別：「時間がないため」は、中央区が 60.5％と最も高く、「興味がないため」、「メ

ンバーが固定されていて新たに参加しづらいため」の割合は、南区がそれぞ

れ 55.6％、44.4％、「活動の効果があると思わないため」は、西区が 21.1％

と最も高くなっている。 
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【参考】 

「その他」の内容 

・ 体調不良 

・ 歩行が不自由なため 

 

■属性別回答 

 

合
計

時
間
が
な
い

興
味
が
な
い

メ
ン
バ
ー

が
固
定
さ
れ
て
い
て

新
た
に
参
加
し
づ
ら
い

活
動
の
効
果
が
あ
る
と

思
わ
な
い

そ
の
他

全体 136 47.8% 31.6% 19.9% 10.3% 22.1%

性別

男性 64 40.6% 34.4% 10.9% 12.5% 23.4%

女性 71 54.9% 29.6% 28.2% 8.5% 19.7%

年齢別

20歳代 13 46.2% 30.8% 38.5% 0.0% 0.0%

30歳代 33 69.7% 48.5% 12.1% 9.1% 12.1%

40歳代 23 73.9% 39.1% 26.1% 17.4% 4.3%

50歳代 19 42.1% 31.6% 21.1% 15.8% 26.3%

60歳代 21 38.1% 23.8% 19.0% 14.3% 23.8%

70歳代 18 11.1% 11.1% 22.2% 5.6% 44.4%

80歳代 8 12.5% 12.5% 0.0% 0.0% 75.0%

職業別

会社員 64 56.3% 42.2% 21.9% 10.9% 12.5%

自営業 10 40.0% 20.0% 0.0% 0.0% 20.0%

農林漁業 0 － － － － －

公務員 11 45.5% 45.5% 18.2% 27.3% 9.1%

学生 1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無職 36 27.8% 16.7% 27.8% 11.1% 44.4%

その他 12 75.0% 25.0% 8.3% 0.0% 16.7%

地区別

中央区 38 60.5% 18.4% 21.1% 10.5% 23.7%

東区 33 39.4% 30.3% 9.1% 9.1% 27.3%

西区 19 36.8% 26.3% 15.8% 21.1% 36.8%

南区 18 50.0% 55.6% 44.4% 5.6% 5.6%

北区 24 50.0% 41.7% 20.8% 8.3% 12.5%
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問１３．どのような条件が整えば、より多くの人がまちづくりとしての環境保全活動に

関わるようになると思いますか。（複数回答） 

「日常生活の中で、気軽に取り組めること」が 65.8%と最も高く、次いで「付加価値（エ

コポイント等）があること」が 30.2％、「環境問題を実際に感じられること（地域の川が

昔より汚くなった等）」が 30.1％となっている。 

前回調査と比較すると、「環境問題を実際に感じられること（地域の川が昔より汚くな

った等）」、「日常生活の中で気軽に取り組めること」、「付加価値（エコポイント等）があ

ること」がそれぞれ 2.3 ポイント、0.5 ポイント、3.9 ポイント増加している。一方で、

「周りの活動に巻き込んでいく中心人物いること」、「実際に活動を行っている人たちの

活動内容・成果などが分かること」がそれぞれ 1.8 ポイント、0.2 ポイント減少している。 

過去 5年間の推移では、「付加価値（エコポイント等）があること」が上昇傾向にある。 

 

【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「環境問題についての知識・情報の普及がはかられること」、「環境問題を実際

に感じられること（地域の川が昔より汚くなった等）」、「実際に活動を行って

いる人たちの活動内容・成果などが分かること」は、男性の方が高くなって

いる一方で、「周りを活動に巻き込んでいく中心人物がいること」、「日常生活

の中で気軽に取り組めること」、「付加価値（エコポイント等）があること」

は、女性の方が高くなっている。 

年代別：「環境問題についての知識・情報の普及がはかられること」は 60歳代が 38.1％



56 

と最も高く、「環境問題を実際に感じられること（地域の川が昔より汚くなっ

た等）」、「周りを活動に巻き込んでいく中心人物がいること」は、20歳代がそ

れぞれ 42.0％、27.5％、「実際に活動を行っている人たちの活動内容・成果な

どが分かること」、「日常生活の中で気軽に取り組めること」は 50歳代がそれ

ぞれ 34.7％、74.6％、「付加価値（エコポイント等）があること」は、30歳

代が 51.6％と最も高くなっている。 

地区別：各項目の合計割合は、中央区が最も高く、次いで東区、西区となっている。 

【参考】 

「その他」の内容 

・ 生活の一部として、又、自分に目に見えて利益があれば多くの人が参加すると

思う。 

■属性別回答 

 

合
計

環
境
問
題
に
つ
い
て
の
知

識
・
情
報
の
普
及
が
は
か
ら

れ
る
こ
と

環
境
問
題
を
実
際
に
感
じ
ら

れ
る
こ
と

(

地
域
の
川
が
昔

よ
り
汚
く
な
っ

た
等

)

周
り
を
活
動
に
巻
き
込
ん
で

い
く
中
心
人
物
が
い
る
こ
と

実
際
に
活
動
を
行
っ

て
い
る

人
た
ち
の
活
動
内
容
・
成
果

等
が
分
か
る
こ
と

日
常
生
活
の
中
で
気
軽
に
取

り
組
め
る
こ
と

付
加
価
値
（

エ
コ
ポ
イ
ン
ト

等
）

が
あ
る
こ
と

そ
の
他

全体 811 29.5% 30.1% 24.3% 27.0% 65.8% 30.2% 4.7%

性別

男性 421 32.5% 33.0% 24.0% 31.6% 61.3% 25.7% 5.5%

女性 384 26.6% 27.1% 25.0% 22.4% 71.6% 35.7% 3.6%

年齢別

20歳代 69 29.0% 42.0% 27.5% 30.4% 71.0% 40.6% 4.3%

30歳代 128 19.5% 34.4% 25.0% 21.9% 61.7% 51.6% 7.8%

40歳代 125 21.6% 36.8% 20.0% 21.6% 64.8% 39.2% 6.4%

50歳代 118 36.4% 28.0% 21.2% 34.7% 74.6% 33.1% 4.2%

60歳代 168 38.1% 28.0% 27.4% 32.1% 67.3% 28.0% 4.2%

70歳代 138 31.2% 28.3% 26.8% 26.1% 63.8% 9.4% 2.2%

80歳代 60 28.3% 8.3% 21.7% 20.0% 58.3% 5.0% 1.7%

職業別

会社員 323 28.5% 33.7% 22.9% 29.4% 65.9% 38.4% 6.2%

自営業 56 30.4% 26.8% 16.1% 28.6% 60.7% 19.6% 7.1%

農林漁業 4 25.0% 25.0% 25.0% 75.0% 75.0% 0.0% 0.0%

公務員 57 29.8% 42.1% 26.3% 28.1% 68.4% 49.1% 3.5%

学生 7 0.0% 57.1% 42.9% 14.3% 57.1% 0.0% 0.0%

無職 268 34.0% 23.5% 26.5% 23.9% 64.6% 19.8% 1.9%

その他 89 23.6% 30.3% 27.0% 27.0% 74.2% 31.5% 6.7%

地区別

中央区 206 34.0% 32.0% 30.1% 35.4% 63.6% 28.2% 5.3%

東区 211 28.4% 31.3% 21.8% 29.9% 64.9% 32.2% 3.8%

西区 99 30.3% 26.3% 24.2% 17.2% 65.7% 43.4% 5.1%

南区 131 21.4% 32.1% 20.6% 21.4% 64.9% 27.5% 5.3%

北区 150 32.0% 27.3% 25.3% 23.3% 74.7% 25.3% 2.0%



57 

問１４．地域で市民活動団体や市民が環境保全活動を行う際、どのような支援が必要だ

と思いますか。（複数回答可） 

「環境問題についての知識・情報の提供」が 48.8％と最も高く、次いで、「活動資金の

助成」が 43.2％、「活動のアドバイザー講師などの派遣」が 37.5％となっている。 

前回調査と比較すると、「環境問題についての知識・情報の提供」、「活動のアドバイザ

ーや講師などの派遣」がそれぞれ 4.8 ポイント、1.3 ポイントと減少している。一方で、

「会議室等、場所の提供」「他の市民活動団体や市民との情報交換や交流を行う場の提供」

「活動資金の助成」がそれぞれ 1.1 ポイント、1.3 ポイント、7.3 ポイント増加している。 

過去5年間の推移では、「環境問題についての知識・情報の提供」が平成25年度の55.0％

から平成 29年度は 48.8％へと減少している。一方で、「活動資金の助成」が平成 25年度

の 38.5％から平成 29年度は 43.2％へと上昇している。 

 

【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「環境問題についての知識・情報の提供」、「会議室等、場所の提供」「他の市

民活動団体や市民との情報交換や交流を行う場の提供」、「活動資金の助成」

は、男性の方が高くなっている一方で、「活動のアドバイザーや講師などの派

遣」は、女性の方が高くなっている。 

年代別：「環境問題についての知識・情報提供」は、20歳代が 63.8％と最も高く、「活

動のアドバイザーや講師などの派遣」は、50歳代が 46.6％、「会議室等、場

所の提供」は 30歳代が 27.3％、「他の市民活動団体や市民との情報交換や交



58 

流を行う場の提供」は60歳代が32.1％、「活動資金の助成」は、40歳代が56.0％

と最も高くなっている。 

地区別：「活動のアドバイザーや講師などの派遣」は、北区が 49.3％と最も高くなって

いるのに対し、西区が 23.2％と最も低くなっている。 

【参考】 

「その他」の内容 

・ 草刈等であれば運搬用の軽トラック等の無償貸与 

・ 廃品回収等の活動への補助の際の申請事務手続きの簡素化 

・ 自治会レベルでのアンバサダーの設置 

・ 町内自治会の活動活性化、子どもと体験できるイベント等 

 

■属性別回答 

 

合
計

環
境
問
題
に
つ
い
て
の

知
識
、

情
報
の
提
供

活
動
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

や
講
師
等
の
派
遣

会
議
室
等
、

場
所
の
提
供

他
の
市
民
活
動
団
体
や

市
民
と
の
情
報
交
換
や

交
流
を
行
う
場
の
提
供

活
動
資
金
の
助
成

そ
の
他

全体 811 48.8% 37.5% 17.8% 24.2% 43.2% 3.2%

性別

男性 421 50.1% 36.6% 18.1% 26.6% 45.4% 3.1%

女性 384 48.2% 39.1% 17.7% 21.9% 41.1% 3.1%

年齢別

20歳代 69 63.8% 30.4% 26.1% 18.8% 42.0% 4.3%

30歳代 128 38.3% 29.7% 27.3% 21.9% 51.6% 3.1%

40歳代 125 42.4% 44.8% 19.2% 24.0% 56.0% 3.2%

50歳代 118 43.2% 46.6% 16.9% 25.4% 50.8% 2.5%

60歳代 168 58.9% 39.9% 15.5% 32.1% 41.1% 3.6%

70歳代 138 50.0% 38.4% 13.0% 23.2% 33.3% 2.2%

80歳代 60 51.7% 23.3% 5.0% 15.0% 15.0% 3.3%

職業別

会社員 323 45.5% 38.7% 21.1% 26.0% 50.5% 3.1%

自営業 56 44.6% 30.4% 10.7% 35.7% 42.9% 7.1%

農林漁業 4 25.0% 25.0% 0.0% 25.0% 75.0% 0.0%

公務員 57 49.1% 45.6% 28.1% 19.3% 57.9% 0.0%

学生 7 57.1% 28.6% 14.3% 14.3% 42.9% 0.0%

無職 268 55.2% 38.1% 13.1% 20.1% 29.9% 3.0%

その他 89 48.3% 34.8% 20.2% 28.1% 47.2% 3.4%

地区別

中央区 206 53.4% 40.3% 20.4% 26.7% 45.1% 1.9%

東区 211 49.3% 34.6% 18.0% 25.6% 43.1% 3.3%

西区 99 45.5% 23.2% 19.2% 24.2% 45.5% 6.1%

南区 131 48.9% 37.4% 10.7% 21.4% 41.2% 1.5%

北区 150 46.7% 49.3% 19.3% 22.0% 42.0% 2.7%
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問１５．普段、環境に関する情報を何から得ていますか。（複数回答可） 

「テレビやラジオ」が 71.8％と最も高く、次いで「新聞、雑誌、書籍など」が 51.9％、

「行政からの白書、広報紙など」が 35.6％となっている。 

前回調査と比較すると、「テレビやラジオ」、「新聞、雑誌、書籍など」、「講演会や学習

会」、「地域活動やボランティアを通じて」、「NPO からの情報提供」「情報を得ていない」

は減少している。 

一方で、「家族や友人、知人との会話」、「行政からの白書、広報紙など」、「インターネ

ットや携帯電話」、「企業からの情報提供」、「その他」は上昇している。 

過去 5年間の推移では、「行政からの白書、広報紙など」、「インターネットや携帯電話」

の割合は、平成 25年度に対して上昇している。 

 

【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「テレビやラジオ」、「家族や友人、知人との会話」、「行政からの白書、広報紙

など」は、女性の方が高くなっている一方で、前述以外の項目は、男性の方
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が高くなっている。 

年代別：「テレビやラジオ」、「NPO からの情報提供」は、40歳代がそれぞれ 76.0％、

2.4％と最も高く、「新聞、雑誌、書籍など」は、80歳代が 65.0％、「家族や

友人、知人との会話」は 70歳代が 21.7％、「行政からの白書、広報紙など」、

「地域活動やボランティアを通じて」は、60歳代がそれぞれ 48.8％、10.7％、

「インターネットや携帯」は、20歳代が 56.5％、「講演会や学習会」は、40

歳代と 60歳代が同率の 4.8％、「企業からの情報提供」は、30歳代が 6.3％

と最も高くなっている。 

地区別：各項目の合計割合は、南区が最も高く、次いで北区、中央区となっている。 

 

【参考】 

「その他」の内容 

・ 市政だより等           ・ ＳＮＳ 

・ 野山、川、海で見て感じること 

 

■属性別回答 

 

合
計

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

新
聞
、

雑
誌
、

書
籍

な
ど

家
族
や
友
人
、

知
人

と
の
会
話

行
政
か
ら
の
白
書
、

広
報
紙
な
ど

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
や

携
帯
電
話

講
演
会
や
学
習
会

地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
を
通
じ
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
の
情
報

提
供

企
業
か
ら
の
情
報
提

供
そ
の
他

情
報
を
得
て
い
な
い

全体 811 71.8% 51.9% 14.5% 35.6% 26.3% 2.8% 8.1% 1.4% 4.2% 1.0% 3.8%

男性 421 69.8% 54.9% 12.1% 34.9% 29.0% 3.3% 9.7% 1.4% 4.8% 1.2% 4.3%

女性 384 74.7% 49.5% 17.4% 37.0% 23.4% 2.3% 6.5% 1.3% 3.6% 0.8% 3.1%

20歳代 69 68.1% 34.8% 8.7% 20.3% 56.5% 0.0% 2.9% 0.0% 1.4% 2.9% 7.2%

30歳代 128 70.3% 31.3% 16.4% 26.6% 43.8% 2.3% 7.0% 1.6% 6.3% 0.0% 5.5%

40歳代 125 76.0% 54.4% 12.0% 37.6% 34.4% 4.8% 8.0% 2.4% 5.6% 0.8% 0.8%

50歳代 118 74.6% 56.8% 11.9% 36.4% 28.0% 2.5% 5.9% 1.7% 5.9% 0.0% 4.2%

60歳代 168 75.0% 61.9% 13.7% 48.8% 19.0% 4.8% 10.7% 1.2% 3.0% 2.4% 2.4%

70歳代 138 68.8% 57.2% 21.7% 35.5% 5.8% 0.7% 10.1% 0.7% 2.9% 0.7% 3.6%

80歳代 60 66.7% 65.0% 15.0% 33.3% 1.7% 3.3% 10.0% 1.7% 3.3% 0.0% 5.0%

会社員 323 74.3% 44.3% 10.2% 33.4% 38.4% 1.9% 5.9% 1.2% 7.1% 0.9% 3.4%

自営業 56 69.6% 64.3% 10.7% 32.1% 26.8% 5.4% 17.9% 5.4% 1.8% 0.0% 1.8%

農林漁業 4 50.0% 50.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0%

公務員 57 63.2% 54.4% 17.5% 43.9% 45.6% 7.0% 7.0% 1.8% 3.5% 0.0% 3.5%

学生 7 57.1% 42.9% 0.0% 42.9% 42.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 14.3%

無職 268 70.5% 57.8% 18.3% 39.6% 10.8% 2.2% 9.7% 1.1% 2.2% 0.4% 4.5%

その他 89 78.7% 57.3% 22.5% 31.5% 16.9% 4.5% 7.9% 0.0% 2.2% 3.4% 2.2%

中央区 206 73.8% 53.9% 13.6% 36.9% 28.2% 2.4% 6.8% 1.0% 4.9% 1.5% 3.4%

東区 211 69.7% 49.3% 11.4% 39.8% 24.6% 1.4% 5.2% 0.9% 4.3% 0.9% 2.8%

西区 99 65.7% 46.5% 16.2% 27.3% 28.3% 3.0% 8.1% 4.0% 3.0% 1.0% 5.1%

南区 131 80.2% 55.7% 15.3% 38.2% 25.2% 3.1% 13.0% 1.5% 4.6% 1.5% 3.8%

北区 150 71.3% 56.0% 18.7% 34.0% 26.0% 4.7% 9.3% 0.0% 3.3% 0.0% 4.0%

年代別

地区別

職業別

性別
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問１６．環境に関する情報について、今後求めたいもの（不足しているもの）は何です

か。（複数回答可） 

「日常生活の中で行える環境保全のための取組方法」が 50.1％と最も高く、次いで「身

近な地域の環境に関する情報」が 42.9％、「環境に関する一般知識」が 34.8％となって

いる。 

前回調査と比較すると、「環境に関する調査の結果」、「環境に関する補助金の情報」、「環

境活動のアドバイザーや講師など人材の派遣情報」、「身近な地域の環境に関する情報」

が、上昇している。 

過去 5年間の推移では、「環境に関する調査の結果」、「環境に関する補助金の情報」、「環

境活動のアドバイザーや講師など人材の派遣情報」が、平成25年度に対し上昇している。 

 

【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「日常生活の中で行える環境保全のための取組方法」、「環境活動のアドバイザ

ーや講師など人材の派遣情報」は、女性の方が高くなっている。「国際的な環

境の情報や交流の情報」の回答割合は男女同数である。一方で、前述以外の

項目は、男性の方が高くなっている。 

年代別：「環境に関する一般知識」、「国際的な環境の情報や交流の状況」は、20歳代
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がそれぞれ 40.6％、13.0％と最も高く、「日常生活の中で行える環境保全の

ための取組方法」、「環境に関する調査の結果」、「身近な地域の環境に関する

情報」は、60歳代がそれぞれ 57.1％、33.3％、50.0％、「環境に関するイベ

ントや学習会の情報」は、40歳代が 22.4％、「市民活動団体などによる環境

活動の情報」は、70歳代が 20.3％、「環境に関する補助金の情報」、「環境活

動のアドバイザーや講師など人材派遣情報」は、50歳代がそれぞれ 23.7％、

16.1％と最も高くなっている。 

地区別：「環境に関する一般知識」、「日常生活の中で行える環境保全のための取組方法」、

「身近な地域の環境に関する情報」は、南区が最も高くなっているものの、

その他の項目の割合は押しなべて低くなっている。 

【参考】 

「その他」の内容 

・ 環境に関する事で具体的に自身にどういう良い影響があるのか、「見える化」の

情報が知りたい 

 

■属性別回答 

 

合
計

環
境
に
関
す
る
一
般
知

識

日
常
生
活
の
中
で
行
え

る
環
境
保
全
の
た
め
の

取
組
方
法

環
境
に
関
す
る
イ
ベ
ン

ト
や
学
習
会
の
情
報

市
民
活
動
団
体
な
ど
に

よ
る
環
境
活
動
の
情
報

環
境
に
関
す
る
調
査
の

結
果

環
境
に
関
す
る
補
助
金

の
情
報

国
際
的
な
環
境
の
情
報

や
交
流
の
情
報

環
境
活
動
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー

や
講
師
な
ど
人
材

の
派
遣
情
報

身
近
な
地
域
の
環
境
に

関
す
る
情
報

そ
の
他

全体 811 34.8% 50.1% 18.6% 12.9% 26.5% 14.8% 8.0% 10.6% 42.9% 3.1%

性別

男性 421 37.3% 45.4% 21.6% 15.0% 27.1% 16.6% 8.1% 9.7% 43.7% 2.6%

女性 384 32.6% 56.0% 15.6% 10.9% 26.0% 12.8% 8.1% 11.7% 42.7% 3.4%

年代別

20歳代 69 40.6% 47.8% 20.3% 10.1% 21.7% 15.9% 13.0% 10.1% 36.2% 1.4%

30歳代 128 26.6% 50.0% 16.4% 5.5% 27.3% 13.3% 10.9% 7.8% 38.3% 4.7%

40歳代 125 35.2% 49.6% 22.4% 10.4% 26.4% 16.8% 6.4% 8.8% 40.8% 4.0%

50歳代 118 34.7% 45.8% 21.2% 11.9% 28.8% 23.7% 10.2% 16.1% 44.1% 1.7%

60歳代 168 38.1% 57.1% 20.2% 15.5% 33.3% 13.1% 8.9% 13.1% 50.0% 1.8%

70歳代 138 34.8% 53.6% 16.7% 20.3% 21.7% 10.9% 3.6% 9.4% 45.7% 2.9%

80歳代 60 38.3% 38.3% 10.0% 16.7% 18.3% 8.3% 3.3% 6.7% 40.0% 5.0%

職業別

会社員 323 33.1% 51.4% 21.7% 11.1% 28.5% 15.8% 9.9% 11.5% 38.1% 1.9%

自営業 56 37.5% 39.3% 23.2% 19.6% 25.0% 12.5% 12.5% 10.7% 39.3% 7.1%

農林漁業 4 0.0% 75.0% 0.0% 50.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 75.0% 0.0%

公務員 57 22.8% 43.9% 17.5% 1.8% 21.1% 19.3% 8.8% 12.3% 42.1% 5.3%

学生 7 42.9% 57.1% 0.0% 0.0% 42.9% 0.0% 28.6% 0.0% 71.4% 0.0%

無職 268 38.1% 52.2% 16.8% 16.4% 26.1% 10.1% 4.5% 11.9% 47.0% 3.0%

その他 89 40.4% 51.7% 14.6% 12.4% 24.7% 24.7% 7.9% 4.5% 50.6% 2.2%

地区別

中央区 206 35.9% 50.5% 23.8% 16.0% 31.6% 19.9% 10.2% 13.1% 45.6% 2.9%

東区 211 32.2% 50.2% 17.1% 10.0% 23.2% 13.3% 8.5% 9.5% 45.5% 2.4%

西区 99 27.3% 48.5% 18.2% 11.1% 32.3% 18.2% 10.1% 10.1% 42.4% 5.1%

南区 131 41.2% 53.4% 12.2% 13.0% 19.8% 9.2% 4.6% 9.2% 46.6% 2.3%

北区 150 36.0% 50.0% 20.0% 14.7% 25.3% 12.0% 6.0% 11.3% 35.3% 2.0%



63 

■「生物多様性」について 

 

問１７．「生物多様性」について知っていますか。（１つだけ） 

「知らない」が 41.8%と最も高く、次いで「言葉は知っているが、意味はよく知らない」

が 34.0％、「言葉も意味も知っている」が 20.6％となっている。 

前回調査と比較すると、「言葉も意味も知っている」は、4.6 ポイント上昇している。 

過去 5年間の推移を見ると、「言葉も意味も知っている」と「言葉は知っているが、意

味はよく知らない」を合わせた割合は、平成 25年度の 49.8％に対して平成 29年度は

54.6％と上昇している。 

 

 

 

【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「言葉も意味も知っている」は、男性 22.8％、女性を 18.5％で、男性の方が

高くなっている一方で、「言葉は知っているが、意味はよく知らない」は女性

35.4％、男性 33.3％、「知らない」は女性 43.0％、男性 40.9％で、女性の方

が高くなっている。 

年代別：「言葉も意味も知っている」は、20歳代が 27.5%と最も高く、次いで、40歳代

（24.8％）、50歳代（24.6％）となっている。 

地区別：「言葉も意味も知っている」は、西区が 25.3%と最も高く、次いで中央区（23.3％）、

東区（19.4％）となっている。 

 

20.6% 

16.0% 

18.3% 

13.8% 

20.2% 

34.0% 

31.3% 

31.1% 

34.3% 

29.6% 

41.8% 

46.8% 

46.9% 

49.9% 

41.4% 

3.6% 

5.8% 

3.7% 

2.0% 

8.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成29

年度 

平成28

年度 

平成27

年度 

平成26

年度 

平成25

年度 

言葉も意味も知っている 

言葉は知っているが、意味はよく知らない 

知らない 

無回答 
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■属性別回答 

 

 

合
計

言
葉
も
意
味
も
知
っ

て
い
る

言
葉
は
知
っ

て
い
る
が
、

意
味
は
よ
く
知
ら
な
い

知
ら
な
い

無
回
答

全体 811 20.6% 34.0% 41.8% 3.6%

性別

男性 421 22.8% 33.3% 40.9% 3.1%

女性 384 18.5% 35.4% 43.0% 3.1%

年齢別

20歳代 69 27.5% 23.2% 49.3% 0.0%

30歳代 128 15.6% 37.5% 46.9% 0.0%

40歳代 125 24.8% 28.8% 44.0% 2.4%

50歳代 118 24.6% 32.2% 43.2% 0.0%

60歳代 168 20.2% 41.7% 33.3% 4.8%

70歳代 138 16.7% 37.0% 39.9% 6.5%

80歳代 60 18.3% 28.3% 43.3% 10.0%

職業別

会社員 323 21.4% 31.9% 44.6% 2.2%

自営業 56 17.9% 23.2% 57.1% 1.8%

農林漁業 4 0.0% 75.0% 25.0% 0.0%

公務員 57 31.6% 36.8% 31.6% 0.0%

学生 7 57.1% 42.9% 0.0% 0.0%

無職 268 16.4% 38.1% 39.9% 5.6%

その他 89 24.7% 34.8% 38.2% 2.2%

地区別

中央区 206 23.3% 38.3% 37.4% 1.0%

東区 211 19.4% 30.3% 45.0% 5.2%

西区 99 25.3% 26.3% 45.5% 3.0%

南区 131 16.0% 38.9% 42.0% 3.1%

北区 150 19.3% 35.3% 42.0% 3.3%
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■「ごみ問題への関心と地域におけるごみ出しマナー」について 

 

問１８．ごみ減量やリサイクルなどのごみ問題に関心がありますか。（１つだけ） 

「やや関心がある」が 54.0%と最も高く、次いで「非常に関心がある」が 33.2％、「あ

まり関心がない」が 8.6％となっている。 

「非常に関心がある」と「やや関心がある」を合わせた割合は 87.2％となり、関心の

高さがうかがえる。 

 

 

 

【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「非常に関心がある」、「やや関心がある」を合わせた割合は、男性 88.1％、女

性 87.0％で男性の方が高くなっている一方で、「あまり関心がない」、「関心が

ない」を合わせた割合は、女性 11.2％、男性 10.7％で、女性の方が高くなっ

ている。 

年代別：「非常に関心がある」は、80歳代が 53.3％と最も高く、「やや関心がある」は、

30歳代が 64.1％、「あまり関心がない」と「関心がない」は、20歳代が最も

高くなっている。 

地区別：「非常に関心がある」、「関心がない」は、西区がそれぞれ 44.4％、5.1％と最

も高く、「やや関心がある」は、東区が 59.2％、「あまり関心がない」は、南

区が 10.7％と最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

非常に関心が

ある 33.2% 

やや関心があ

る 54.0% 

あまり関心が

ない 8.6% 

関心がない 

2.2% 

無回答 2.0% 
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■属性別回答 

 

 

 

合
計

非
常
に
関
心
が
あ
る

や
や
関
心
が
あ
る

あ
ま
り
関
心
が
な
い

関
心
が
な
い

無
回
答

全体 811 33.2% 54.0% 8.6% 2.2% 2.0%

性別

男性 421 33.0% 55.1% 7.8% 2.9% 1.2%

女性 384 33.6% 53.4% 9.6% 1.6% 1.8%

年代別

20歳代 69 21.7% 56.5% 15.9% 5.8% 0.0%

30歳代 128 19.5% 64.1% 13.3% 3.1% 0.0%

40歳代 125 26.4% 64.0% 8.8% 0.0% 0.8%

50歳代 118 27.1% 61.9% 9.3% 1.7% 0.0%

60歳代 168 39.9% 50.6% 5.4% 2.4% 1.8%

70歳代 138 47.1% 42.0% 5.1% 2.2% 3.6%

80歳代 60 53.3% 33.3% 6.7% 1.7% 5.0%

職業別

会社員 323 26.0% 61.9% 9.0% 2.5% 0.6%

自営業 56 30.4% 51.8% 14.3% 3.6% 0.0%

農林漁業 4 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

公務員 57 19.3% 66.7% 14.0% 0.0% 0.0%

学生 7 0.0% 85.7% 0.0% 14.3% 0.0%

無職 268 43.7% 45.9% 5.6% 1.9% 3.0%

その他 89 40.4% 44.9% 11.2% 2.2% 1.1%

地区別

中央区 206 34.5% 53.9% 8.3% 2.9% 0.5%

東区 211 29.4% 59.2% 8.5% 1.4% 1.4%

西区 99 44.4% 40.4% 9.1% 5.1% 1.0%

南区 131 29.8% 57.3% 10.7% 0.8% 1.5%

北区 150 34.0% 55.3% 6.7% 1.3% 2.7%
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問１９．現在の熊本市のごみ出しルールを守っていますか。（１つだけ） 

「きちんと守れている」が 71.3%と最も高く、次いで「だいたい守れている」が 25.4％、

「どちらともいえない」が 1.2％となっている。 

前回調査と比較すると、「きちんと守れている」が、3.4 ポイント減少している 一方で、

「だいたい守れている」が 6.0 ポイント上昇しており、「きちんと守れている」と「だい

たい守れている」の合わせた割合は 96.7％となり、平成 28年度の 94.1％から上昇して

いることから、市民のごみ出しルールの遵守が向上していることがうかがえる。 

 

 

 ※ 上記グラフの「その他」については、「どちらともいえない」、「あまり守れていな

い」、「全然守れていない」、「分からない」、「無回答」を合算した数値である。 

   なお、それぞれの数値は以下のとおりである。 

回答肢 27 年度 28 年度 29 年度 

どちらともいえない 1.9% 1.0% 1.2% 

あまり守れていない 0.9% 0.3% 0.1% 

全然守れていない 0.0% 0.0% 0.1% 

分からない 0.7% 0.4% 0.0% 

無回答 2.5% 4.3% 1.8% 

 

【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「きちんと守れている」と「だいたい守れている」を合わせた割合は、男性 96.9％、

女性 97.4％で、いずれも同程度となっている。 

年代別：「きちんと守れている」と「だいたい守れている」を合わせた割合は、60歳代

が 98.8％と最も高く、次いで 40歳代（98.4％）、30歳代（97.7％）となって

いる。 

地区別：「きちんと守れている」と「だいたい守れている」を合わせた割合は、南区が

98.5％と最も高く、次いで東区（97.6％）、中央区（97.1％）となっている。 

 

62.3% 

74.7% 

71.3% 

31.8% 

19.4% 

25.4% 

6.0% 

6.0% 

3.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成27 

年度 

平成28 

年度 

平成29 

年度 

きちんと守れている だいたい守れている その他 
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■属性別回答 

 

 

 

 

 

 

合
計

き
ち
ん
と
守
れ
て
い
る

だ
い
た
い
守
れ
て
い
る

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
ま
り
守
れ
て
い
な
い

全
然
守
れ
て
い
な
い

分
か
ら
な
い

無
回
答

全体 811 71.3% 25.4% 1.2% 0.1% 0.1% 0.0% 1.8%

性別

男性 421 71.5% 25.4% 1.4% 0.2% 0.2% 0.0% 1.2%

女性 384 71.9% 25.5% 1.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6%

年代別

20歳代 69 55.1% 42.0% 1.4% 0.0% 1.4% 0.0% 0.0%

30歳代 128 47.7% 50.0% 2.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

40歳代 125 72.0% 26.4% 0.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.8%

50歳代 118 78.0% 19.5% 2.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

60歳代 168 82.7% 16.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.2%

70歳代 138 79.0% 15.9% 0.7% 0.7% 0.0% 0.0% 3.6%

80歳代 60 81.7% 11.7% 1.7% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0%

職業別

会社員 323 63.5% 34.7% 0.9% 0.0% 0.3% 0.0% 0.6%

自営業 56 76.8% 17.9% 3.6% 1.8% 0.0% 0.0% 0.0%

農林漁業 4 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

公務員 57 71.9% 26.3% 1.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

学生 7 57.1% 42.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無職 268 78.4% 18.3% 1.1% 0.0% 0.0% 0.0% 2.2%

その他 89 79.8% 16.9% 1.1% 0.0% 0.0% 0.0% 2.2%

地区別

中央区 206 71.4% 25.7% 1.9% 0.0% 0.5% 0.0% 0.5%

東区 211 68.2% 29.4% 1.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.9%

西区 99 74.7% 21.2% 1.0% 1.0% 0.0% 0.0% 2.0%

南区 131 73.3% 25.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.5%

北区 150 74.7% 22.0% 1.3% 0.0% 0.0% 0.0% 2.0%
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■「ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ」について 

 

問２０．「ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ」について知っていますか。（１つだけ） 

「知らない」が 61.8%と最も高く、次いで「言葉は知っているが、意味はよく知らない」

が 22.8%、「言葉も意味も知っている」が 11.7%となっている。 

「言葉も意味も知っている」と「言葉は知っているが、意味はよく知らない」を合わ

せた割合は 34.5％に留まり、認知が進んでいないことがうかがえる。 

 

 

 

【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「言葉も意味も知っている」は、男性 13.8%、女性 9.6％で、男性の方が高く

なっている一方で、「言葉は知っているが、意味はよく知らない」は女性 24.5％、

男性 21.6％、「知らない」は、女性 63.0％、男性 61.3％で、女性の方が高く

なっている。 

年代別：「言葉も意味も知っている」は、50歳代が 16.1％と最も高く、「言葉は知って

いるが、意味はよく知らない」は、80歳代が 31.7%、「知らない」は、20歳代

が 78.3％と最も高くなっている。 

地区別：「言葉も意味も知っている」は、西区が 16.2％と最も高く、「言葉は知ってい

るが、意味はよく知らない」は、中央区が 26.7%、「知らない」は、北区が 67.3％

と最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

言葉も意味も

知っている 

11.7% 

言葉は知って

いるが、意味

はよく知らな

い 22.8% 

知らない 

61.8% 

無回答 3.7% 
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■属性別回答 

 

 

合
計

言
葉
も
意
味
も
知
っ

て
い
る

言
葉
は
知
っ

て
い
る
が
、

意
味
は
よ
く
知
ら
な
い

知
ら
な
い

無
回
答

全体 811 11.7% 22.8% 61.8% 3.7%

性別

男性 421 13.8% 21.6% 61.3% 3.3%

女性 384 9.6% 24.5% 63.0% 2.9%

年代別

20歳代 69 5.8% 14.5% 78.3% 1.4%

30歳代 128 5.5% 15.6% 78.1% 0.8%

40歳代 125 11.2% 25.6% 61.6% 1.6%

50歳代 118 16.1% 21.2% 61.9% 0.8%

60歳代 168 15.5% 24.4% 57.1% 3.0%

70歳代 138 14.5% 27.5% 51.4% 6.5%

80歳代 60 8.3% 31.7% 48.3% 11.7%

職業別

会社員 323 11.1% 21.7% 65.0% 2.2%

自営業 56 8.9% 14.3% 75.0% 1.8%

農林漁業 4 0.0% 50.0% 50.0% 0.0%

公務員 57 15.8% 15.8% 68.4% 0.0%

学生 7 14.3% 42.9% 42.9% 0.0%

無職 268 12.3% 26.9% 55.2% 5.6%

その他 89 12.4% 23.6% 61.8% 2.2%

地区別

中央区 206 13.1% 26.7% 59.2% 1.0%

東区 211 15.2% 20.9% 59.2% 4.7%

西区 99 16.2% 20.2% 60.6% 3.0%

南区 131 9.9% 21.4% 65.6% 3.1%

北区 150 4.7% 25.3% 67.3% 2.7%



71 

■「ＺＥＨ（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）」について 

 

問２１．「ＺＥＨ」について知っていますか。（一つだけ） 

「言葉を聞いたこともなく、まったく知らない」が 52.7%と最も高く、次いで「言葉は

聞いたことがあるが、あまり知らない」が 24.8%、「少しは知っている」が 16.6%、「よく

知っている」が 3.6％となっている。 

「よく知っている」と「少しは知っている」を合わせた割合は 20.2％に留まり、認知

が進んでいないことがうかがえる。 

 

 

 

【回答者の属性別にみた結果】 

性 別:「よく知っている」、「言葉も聞いたこともなく、全く知らない」は、男性の方

が高くなっている一方で、「少しは知っている」、「言葉は聞いたことはあるが、

あまり知らない」は、女性の方が高くなっている。 

年代別:「よく知っている」は、30歳代が 6.3％と最も高く、「少しは知っている」は

40歳代が 28.8％、「言葉は聞いたことがあるが、あまり知らない」は、80歳

代が 36.7％、「言葉を聞いたこともなく、まったく知らない」は、70歳代が

64.5％と最も高くなっている。 

地区別：「よく知っている」は、中央区が 4.9％と最も高く、「少しは知っている」、「言

葉は聞いたことがあるが、あまり知らない」は、南区がそれぞれ 20.6％、30.5％、

「言葉を聞いたこともなく、全く知らない」は、西区が 57.6％と最も高くな

っている。 

 

 

 

 

よく知ってい

る 3.6% 

少しは

知ってい

る 16.6% 

言葉は聞いた

ことがある

が、あまり知

らない 24.8% 

言葉を聞いた

こともなく、

まったく知ら

ない 52.7% 

無回答 2.3% 
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■属性別回答 

 

合
計

よ
く
知
っ

て
い
る

少
し
は
知
っ

て
い
る

言
葉
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、

あ
ま
り
知
ら
な
い

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
も
な
く
、

全
く
知
ら
な
い

無
回
答

全体 811 3.6% 16.6% 24.8% 52.7% 2.3%

性別

男性 421 4.3% 15.7% 21.9% 57.2% 1.0%

女性 384 2.9% 17.7% 28.4% 48.4% 2.6%

年代別

20歳代 69 1.4% 14.5% 20.3% 63.8% 0.0%

30歳代 128 6.3% 13.3% 25.0% 55.5% 0.0%

40歳代 125 4.0% 28.8% 21.6% 44.0% 1.6%

50歳代 118 4.2% 20.3% 26.3% 48.3% 0.8%

60歳代 168 4.8% 13.1% 27.4% 53.0% 1.8%

70歳代 138 0.7% 10.9% 21.0% 64.5% 2.9%

80歳代 60 1.7% 16.7% 36.7% 36.7% 8.3%

職業別

会社員 323 5.6% 18.3% 22.9% 52.6% 0.6%

自営業 56 0.0% 14.3% 30.4% 55.4% 0.0%

農林漁業 4 0.0% 25.0% 50.0% 25.0% 0.0%

公務員 57 1.8% 17.5% 15.8% 64.9% 0.0%

学生 7 0.0% 28.6% 14.3% 57.1% 0.0%

無職 268 1.9% 14.9% 28.0% 51.9% 3.4%

その他 89 5.6% 15.7% 25.8% 49.4% 3.4%

地区別

中央区 206 4.9% 14.1% 23.8% 56.8% 0.5%

東区 211 4.7% 17.5% 22.3% 52.6% 2.8%

西区 99 4.0% 14.1% 21.2% 57.6% 3.0%

南区 131 3.1% 20.6% 30.5% 43.5% 2.3%

北区 150 0.7% 16.7% 28.0% 53.3% 1.3%
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問２２．「ＺＥＨ」について具体的にどのようなことが知りたいですか。（複数回答可） 

「どのくらいの費用（導入・維持コスト）がかかるのか」が、58.8%と最も高く、次い

で「どのくらい光熱費が下がるのか」が 51.4%、「ＺＥＨを建てるメリットは何か（光熱

費以外）」が 41.2%となっている。 

前述からＺＥＨを導入する際の、費用やメリットに関心があることがわかる。 

 

 

 

【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「どのくらいの費用（導入・維持コスト）がかかるのか」、「国や自治体の補助

金に関する情報」は、男性の方が高くなっている一方で、「どのくらい光熱費

が下がるのか」、「ＺＥＨを建てるメリットは何か（光熱費以外）」、「ＺＥＨの

情報を取得できる場所はどこか」は、女性の方が高くなっている。 

年代別：「どのくらいの費用（導入・維持コスト）がかかるのか」、「ＺＥＨを建てるメ

リットは何か（光熱費以外）」は、30歳代がそれぞれ 69.5％、61.7％と最も

高く、「どのくらい光熱費が下がるのか」は 20歳代が 63.8％、「ＺＥＨの情報

を取得できる場所はどこか」、「国や自治体の補助金に関する情報」は、50歳

代がそれぞれ 27.1％、41.5％と最も高くなっている。 

地区別：「どのくらいの費用（導入・維持コスト）がかかるのか」、「どのくらい光熱費

が下がるのか」は、北区がそれぞれ 62.7％、56.7％と最も高く、「ＺＥＨを建

てるメリットは何か（光熱費水以外）」は、東区が 44.5％、「ＺＥＨの情報を

取得できる場所はどこか」は、中央区が 23.8％、「国や自治体の補助金に関す

る情報」は、南区が 42.0％と最も高くなっている。 

 

 

58.8% 

51.4% 

41.2% 

19.6% 

34.2% 

0% 20% 40% 60%

どのくらいの費用（導 

入・維持コスト）がかか 

るのか 

どのくらい光熱費が下 

がるのか 

ＺＥＨを建てるメリットは 

何か（光熱費以外） 

ＺＥＨの情報を取得でき 

る場所はどこか 

国や自治体の補助金 

に関する情報 
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■属性別回答 

 

 

合
計

ど
の
く
ら
い
の
費
用
（

導

入
・
維
持
コ
ス
ト
）

が
か

か
る
の
か

ど
の
く
ら
い
光
熱
費
が
下

が
る
の
か

Ｚ
Ｅ
Ｈ
を
建
て
る
メ
リ
ッ

ト
は
何
か

（

光
熱
費
以
外
）

Ｚ
Ｅ
Ｈ
の
情
報
を
取
得
で

き
る
場
所
は
ど
こ
か

国
や
自
治
体
の
補
助
金
に

関
す
る
情
報

全体 811 58.8% 51.4% 41.2% 19.6% 34.2%

性別

男性 421 59.9% 49.4% 38.5% 18.5% 34.7%

女性 384 58.6% 54.2% 44.5% 21.1% 33.9%

年齢別

20歳代 69 65.2% 63.8% 49.3% 21.7% 31.9%

30歳代 128 69.5% 62.5% 61.7% 20.3% 39.8%

40歳代 125 65.6% 59.2% 44.8% 17.6% 36.8%

50歳代 118 57.6% 55.1% 36.4% 27.1% 41.5%

60歳代 168 66.1% 47.6% 42.3% 19.6% 36.3%

70歳代 138 45.7% 39.1% 26.8% 19.6% 25.4%

80歳代 60 31.7% 31.7% 21.7% 6.7% 20.0%

職業別

会社員 323 67.2% 61.3% 49.8% 20.4% 37.8%

自営業 56 46.4% 44.6% 41.1% 17.9% 35.7%

農林漁業 4 50.0% 50.0% 25.0% 25.0% 50.0%

公務員 57 71.9% 50.9% 29.8% 24.6% 33.3%

学生 7 42.9% 71.4% 28.6% 28.6% 14.3%

無職 268 50.4% 40.3% 34.3% 16.8% 31.0%

その他 89 59.6% 53.9% 40.4% 23.6% 32.6%

地区別

中央区 206 55.3% 51.5% 43.7% 23.8% 33.5%

東区 211 61.6% 48.8% 44.5% 23.7% 36.5%

西区 99 56.6% 47.5% 44.4% 14.1% 25.3%

南区 131 61.1% 56.5% 36.6% 17.6% 42.0%

北区 150 62.7% 56.7% 36.7% 15.3% 32.7%
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■「熊本市低炭素都市づくり戦略計画」について 

 

問２３．「熊本市低炭素都市づくり戦略計画」を知っていますか。また、どのくらい関心

を持っていますか。（１つだけ） 

「計画を知らなかったが、関心を持った」が 57.2%と最も高く、次いで「計画を知らな

かったし、あまり関心もない」が 31.9%、「計画を知っているが、あまり関心がない」が

5.1%となっている。 

前回調査と比較すると、「計画を知っており、関心もある」、「計画を知っているが、あ

まり関心がない」の合わせた割合（計画を知っている）は 8.2%となり、0.6 ポイント減

少している。また、「計画を知っており、関心もある」、「計画を知らなかったが、関心を

持った」の合わせた割合（関心がある）は、60.3％となり、2.5 ポイント減少している。 

 

 
 

【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「計画を知っており、関心もある」、「計画を知っているが、あまり関心がな  

い」は、男性の方が高くなっている一方で、「計画を知らなかったが、関心を

持った」、「計画を知らなかったし、あまり関心もない」は、女性の方が高く

なっている。 

年代別：「計画を知っており、関心もある」は、80歳代が 10.0％と最も高く、「計画を

知っているが、あまり関心がない」は、50歳代が8.5％、「計画を知らなかっ

たが、関心を持った」は、60歳代が 67.9％、「計画を知らなかったし、あま

り関心もない」は、20歳代が 55.1％と最も高くなっている。 

地区別：「計画を知っており、関心もある」、「計画を知らなかったし、あまり関心もな

い」は、北区がそれぞれ 4.7％、35.3％と最も高く、「計画を知っているが、

あまり関心がない」は、中央区が 7.8％、「計画を知らなかったが、関心を持

った」は、南区が 62.6％と最も高くなっている。 

4.1% 

3.7% 

3.1% 

2.9% 

5.1% 

5.1% 

59.4% 

59.1% 

57.2% 

29.8% 

28.2% 

31.9% 

3.8% 

3.9% 

2.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成27 

年度 

平成28 

年度 

平成 

29年度 

計画を知っており、関心もある 計画を知っているが、あまり関心がない 

計画を知らなかったが、関心を持った 計画を知らなかったし、あまり関心もない 

無回答 
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■属性別回答 

 

 

合
計

計
画
を
知
っ

て
お
り
、

関
心
も
あ
る

計
画
を
知
っ

て
い
る
が
、

あ
ま
り
関
心
が
な
い

計
画
を
知
ら
な
か
っ

た

が
、

関
心
を
持
っ

た

計
画
を
知
ら
な
か
っ

た

し
、

あ
ま
り
関
心
も
な
い

無
回
答

全体 811 3.1% 5.1% 57.2% 31.9% 2.7%

性別

男性 421 3.3% 6.4% 57.5% 31.4% 1.4%

女性 384 2.9% 3.6% 57.8% 32.8% 2.9%

年代別

20歳代 69 0.0% 1.4% 43.5% 55.1% 0.0%

30歳代 128 3.1% 4.7% 49.2% 41.4% 1.6%

40歳代 125 2.4% 2.4% 61.6% 32.8% 0.8%

50歳代 118 2.5% 8.5% 55.1% 33.1% 0.8%

60歳代 168 1.8% 6.0% 67.9% 23.2% 1.2%

70歳代 138 4.3% 5.1% 62.3% 23.9% 4.3%

80歳代 60 10.0% 6.7% 48.3% 25.0% 10.0%

職業別

会社員 323 2.8% 5.0% 58.8% 32.8% 0.6%

自営業 56 0.0% 1.8% 44.6% 51.8% 1.8%

農林漁業 4 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0%

公務員 57 1.8% 7.0% 45.6% 45.6% 0.0%

学生 7 0.0% 14.3% 57.1% 28.6% 0.0%

無職 268 4.5% 6.3% 60.8% 24.3% 4.1%

その他 89 3.4% 2.2% 60.7% 30.3% 3.4%

地区別

中央区 206 1.5% 7.8% 56.8% 33.5% 0.5%

東区 211 4.3% 5.2% 58.3% 28.9% 3.3%

西区 99 3.0% 4.0% 56.6% 31.3% 5.1%

南区 131 2.3% 3.8% 62.6% 29.8% 1.5%

北区 150 4.7% 3.3% 54.7% 35.3% 2.0%
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■「レジ袋削減」について 

 

問２４．買い物に行くとき「マイバッグ」などを持参していますか。（１つだけ） 

「いつも持参している」が 60.2%と最も高く、次いで「時々持参している」が 25.3%と

なっている。 

前回調査と比較すると、「いつも持参している」、「時々持参している」の合わせた割合

は 85.5％と平成 28年の 84.2％から 1.3 ポイント上昇している。 

 

 

 

【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「いつも持参している」は、女性 72.7％、男性 49.6％で女性の方が高くなっ

ている一方で、「時々持参している」、「ほとんど持参していない」、「全く持参

していない」は、男性の方が高くなっている。 

年代別：「いつも持参している」、「時々持参している」の合わせた割合は、80 歳代が

90.0％と最も高く、「ほとんど持参していない」、「全く持参していない」の合

わせた割合は、20歳代と 30歳代が同率の 18.8％と最も高くなっている。 

地区別：「いつも持参している」、「時々持参している」の合わせた割合は、西区が 90.9％

と最も高く、「ほとんど持参していない」、「全く持参していない」の合わせた

割合は、南区が 14.5％と最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60.2% 

61.0% 

25.3% 

23.2% 

7.5% 

6.1% 

4.9% 

5.0% 

2.1% 

4.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成29 

年度 

平成28 

年度 

いつも持参している 時々持参している ほとんど持参していない 

全く持参していない 無回答 
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■属性別回答 

 

合
計

い
つ
も
持
参
し
て
い
る

時
々
持
参
し
て
い
る

ほ
と
ん
ど
持
参
し
て
い
な
い

全
く
持
参
し
て
い
な
い

無
回
答

全体 811 60.2% 25.3% 7.5% 4.9% 2.1%

性別

男性 421 49.6% 29.5% 11.2% 8.1% 1.7%

女性 384 72.7% 21.1% 3.4% 1.3% 1.6%

年代別

20歳代 69 46.4% 34.8% 14.5% 4.3% 0.0%

30歳代 128 46.9% 33.6% 12.5% 6.3% 0.8%

40歳代 125 63.2% 23.2% 6.4% 6.4% 0.8%

50歳代 118 66.1% 23.7% 5.9% 3.4% 0.8%

60歳代 168 65.5% 22.0% 7.1% 4.2% 1.2%

70歳代 138 60.9% 25.4% 4.3% 5.1% 4.3%

80歳代 60 75.0% 15.0% 1.7% 5.0% 3.3%

職業別

会社員 323 52.3% 29.7% 10.2% 7.1% 0.6%

自営業 56 62.5% 30.4% 3.6% 3.6% 0.0%

農林漁業 4 25.0% 75.0% 0.0% 0.0% 0.0%

公務員 57 57.9% 31.6% 8.8% 1.8% 0.0%

学生 7 85.7% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0%

無職 268 66.4% 19.4% 6.3% 4.9% 3.0%

その他 89 74.2% 20.2% 2.2% 1.1% 2.2%

地区別

中央区 206 61.2% 24.8% 5.8% 6.3% 1.9%

東区 211 62.6% 23.7% 7.1% 4.7% 1.9%

西区 99 66.7% 24.2% 3.0% 3.0% 3.0%

南区 131 57.3% 27.5% 9.9% 4.6% 0.8%

北区 150 58.0% 28.7% 8.0% 4.7% 0.7%
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問２４－１．（問２４．で「ほとんど持参していない」、「全く持参していない」と答えら

れた方）どのような理由から、マイバッグを持参していないのですか。（複数回答可） 

「レジ袋をごみ袋などとして再利用するから」が 63.4%と最も高く、次いで「マイバッ

グの持参が面倒だから」が 33.7%となっている。 

前回調査と比較すると、「レジ袋をごみ袋などとして再利用するから」、「万引きなどを

疑われることが嫌だから」が、平成 28年度のそれぞれ 58.9％、10.7％から平成 29年度

の 63.4%、16.8％へと上昇している。 

 

 

 

【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「マイバッグの持参が面倒だから」、「レジ袋の配布はお店の当然のサービスだ

から」は、男性の方が高くなっている一方で、「レジ袋をごみ袋などとして再

利用するから」、「デザインなどが気に入るマイバッグがないから」、「万引き

などを疑われることが嫌だから」は、女性の方が高くなっている。 

年代別：「マイバッグの持参が面倒だから」は、30歳代が 45.8％と最も高く、「レジ袋

をごみ袋などとして再利用するから」は、20歳代が 76.9％、「レジ袋の配布

はお店の当然のサービスだから」は、80歳代が 25.0％、「デザインなどが気

に入るマイバッグがないから」は、50歳代が 9.1％、「万引きなどを疑われる

ことが嫌だから」は、60歳代が 31.6％と最も高くなっている。 

地区別：「マイバッグの持参が面倒だから」、「デザインなどが気に入るマイバッグがな

いから」は、南区がそれぞれ 42.1％、5.3％と最も高く、「レジ袋をごみ袋な

どとして再利用するから」、「万引きなどを疑われることが嫌だから」は、西
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区がそれぞれ 83.3％、33.3％、「レジ袋の配布はお店の当然のサービスだから」

は、中央区が 8.0％と最も高くなっている。 

 

■属性別回答 

 

合
計

マ
イ
バ
ッ

グ
の
持
参
が
面
倒
だ

か
ら

レ
ジ
袋
を
ご
み
袋
な
ど
と
し
て

再
利
用
す
る
か
ら

レ
ジ
袋
の
配
布
は
お
店
の
当
然

の
サ
ー

ビ
ス
だ
か
ら

デ
ザ
イ
ン
な
ど
が
気
に
入
る

マ
イ
バ
ッ

グ
が
な
い
か
ら

万
引
き
な
ど
を
疑
わ
れ
る
こ
と

が
嫌
だ
か
ら

そ
の
他

全体 101 33.7% 63.4% 3.0% 2.0% 16.8% 14.9%

性別

男性 81 37.0% 61.7% 3.7% 1.2% 16.0% 13.6%

女性 18 22.2% 77.8% 0.0% 5.6% 22.2% 11.1%

年齢別

20歳代 13 23.1% 76.9% 0.0% 7.7% 7.7% 15.4%

30歳代 24 45.8% 62.5% 0.0% 0.0% 20.8% 12.5%

40歳代 16 37.5% 56.3% 0.0% 0.0% 18.8% 18.8%

50歳代 11 27.3% 72.7% 0.0% 9.1% 9.1% 9.1%

60歳代 19 31.6% 68.4% 10.5% 0.0% 31.6% 10.5%

70歳代 13 30.8% 61.5% 0.0% 0.0% 7.7% 7.7%

80歳代 4 25.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 50.0%

職業別

会社員 56 41.1% 71.4% 0.0% 3.6% 16.1% 10.7%

自営業 4 50.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0%

農林漁業 0 － － － － － －

公務員 6 33.3% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

学生 0 － － － － － －

無職 30 23.3% 50.0% 10.0% 0.0% 26.7% 20.0%

その他 3 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

地区別

中央区 25 40.0% 44.0% 8.0% 0.0% 12.0% 20.0%

東区 25 40.0% 68.0% 0.0% 0.0% 20.0% 4.0%

西区 6 16.7% 83.3% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0%

南区 19 42.1% 73.7% 5.3% 5.3% 10.5% 21.1%

北区 19 21.1% 68.4% 0.0% 0.0% 21.1% 15.8%
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問２５．レジ袋削減を進めるには、どのようなことが必要だと思いますか。（複数回答可） 

「レジ袋有料化（無料配布中止）」が 59.4%と最も高く、次いで「店でのサービスポイ

ントなどの方法で進める」が 46.2％、「自治体や環境団体等によるマイバックキャンペー

ン」が 19.0%となっている。 

前回調査と比較すると、「店頭でのポスター掲示やのぼり旗などによる広報啓発」が減

少した以外、各項目の割合に大きな変動はない。 

 

 

【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「レジ袋の有料化（無料配布中止）」、「店でのサービスポイントなどの方法で

進める」は、女性の方が高くなっている一方で、「店頭でのポスター掲示やの

ぼり旗などによる広報啓発」、「自治体や環境団体等によるマイバッグキャン

ペーンの実施」は、男性の方が高くなっている。 

年代別：「レジ袋の有料化（無料配布中止）」は、40歳代が 72.0％と最も高く、「店で

のサービスポイントなどの方法で進める」は、30歳代が 62.5％、「店頭での

ポスター掲示やのぼり旗などによる広報啓発」は、60歳代が 17.9％、「自治

体や環境団体等によるマイバッグキャンペーンの実施」は、70歳代が 26.8％

と最も高くなっている。 

地区別：「レジ袋有料化（無料配布中止）」は、北区が 62.7％と最も高く、「店でのサー

ビスポイントなどの方法で進める」は、南区が 50.4％、「店頭でのポスター掲

示やのぼり旗などによる広報啓発」は、中央区が 15.0％、「自治体や環境団体

等によるマイバッグキャンペーンの実施」は、東区が 20.9％と最も高くなっ

ている。 
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■属性別回答 

 

 

合
計

レ
ジ
袋
有
料
化

（

無
料
配
布
中
止
）

店
で
の
サ
ー

ビ
ス
ポ
イ
ン
ト

な
ど
の
方
法
で
進
め
る

店
頭
で
の
ポ
ス
タ
ー

掲
示
や

の
ぼ
り
旗
な
ど
に
よ
る
広
報

啓
発

自
治
体
や
環
境
団
体
等
に
よ

る
マ
イ
バ
ッ

グ
キ
ャ

ン
ペ
ー

ン
の
実
施

そ
の
他

全体 811 59.4% 46.2% 11.8% 19.0% 6.0%

性別

男性 421 56.8% 44.4% 13.5% 22.8% 7.4%

女性 384 63.0% 49.0% 10.2% 15.1% 4.7%

年齢別

20歳代 69 62.3% 62.3% 8.7% 7.2% 4.3%

30歳代 128 46.9% 62.5% 6.3% 19.5% 7.0%

40歳代 125 72.0% 41.6% 12.8% 14.4% 4.8%

50歳代 118 60.2% 50.8% 11.0% 15.3% 9.3%

60歳代 168 59.5% 41.1% 17.9% 23.2% 6.5%

70歳代 138 59.4% 39.1% 11.6% 26.8% 5.8%

80歳代 60 58.3% 28.3% 11.7% 20.0% 1.7%

職業別

会社員 323 57.9% 52.9% 13.3% 17.0% 7.4%

自営業 56 66.1% 37.5% 8.9% 16.1% 8.9%

農林漁業 4 25.0% 50.0% 0.0% 50.0% 25.0%

公務員 57 64.9% 47.4% 12.3% 15.8% 3.5%

学生 7 71.4% 57.1% 0.0% 0.0% 14.3%

無職 268 59.3% 42.9% 11.2% 23.1% 3.7%

その他 89 61.8% 38.2% 12.4% 19.1% 6.7%

地区別

中央区 206 60.7% 45.1% 15.0% 19.9% 7.3%

東区 211 58.3% 49.3% 12.3% 20.9% 3.8%

西区 99 54.5% 49.5% 6.1% 16.2% 6.1%

南区 131 61.1% 50.4% 7.6% 17.6% 6.1%

北区 150 62.7% 38.7% 13.3% 19.3% 8.0%
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問２６．熊本市におけるレジ袋削減に向けた取組に関する協定について知っていますか。

（１つだけ） 

「言葉は聞いたことはあるが、あまり知らない」が 33.9%と最も高く、次いで、「言葉

は聞いたこともなく、全く知らない」が 26.9％、「協定を締結しているお店ぐらいは知っ

ている」が 20.7％となっている。 

前回調査と比較すると、「取組内容などよく知っている」、「協定を締結しているお店ぐ

らいは知っている」は、平成 28年度のそれぞれ 16.8％、25.3％から平成 29年度のそれ

ぞれ 15.3％、20.7％へ減少している。 

一方で、「言葉は聞いたことがあるが、あまり知らない」、「言葉は聞いたこともなく、

全く知らない」は、平成 28年度のそれぞれ 30.4％、22.3％から平成 29年度のそれぞれ

33.9％、26.9％へと上昇している。 

 

 

【回答者の属性別にみた結果】 

性 別：「取組内容などよく知っている」、「協定を締結しているお店ぐらいは知ってい

る」は、女性の方が高くなっている一方で、「言葉は聞いたことがあるが、あ

まり知らない」、「言葉は聞いたこともなく、全く知らない」は、男性の方が

高くなっている。 

年代別：「取組内容などよく知っている」は、80歳代が 31.7％と最も高く、「協定を締

結しているお店ぐらいは知っている」は、50歳代が 26.3％、「言葉は聞いた

ことがあるが、あまり知らない」は、20歳代が 37.7％、「言葉は聞いたこと

もなく、全く知らない」は、30歳代が 44.5％と最も高くなっている。 

地区別：「取組内容などよく知っている」は、南区が 19.8％と最も高く、「協定を締結

しているお店ぐらいは知っている」は、西区が 32.3％、「言葉は聞いたことが

あるが、あまり知らない」は、北区が 41.3％、「言葉は聞いたこともなく、全

く知らない」の割合は、中央区が 33.5％と最も高くなっている。 

 

16.8% 

15.3% 

25.3% 

20.7% 

30.4% 

33.9% 

22.3% 

26.9% 

5.1% 

3.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28 

年度 

平成29 

年度 

取組内容などよく知っている 協定を締結しているお店ぐらいは知っている 

言葉は聞いたことがあるが、あまり知らない 言葉は聞いたこともなく、全く知らない 

無回答 
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■属性別回答 

 

 

合
計

取
組
内
容
な
ど
よ
く
知
っ

て
い
る

協
定
を
締
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し
て
い
る
お

店
ぐ
ら
い
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知
っ

て
い
る
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た
こ
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が
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が
、

あ
ま
り
知
ら
な
い

言
葉
は
聞
い
た
こ
と
も
な

く
、

全
く
知
ら
な
い

無
回
答

全体 811 15.3% 20.7% 33.9% 26.9% 3.2%

男性 421 14.5% 17.3% 34.7% 30.4% 3.1%

女性 384 16.4% 24.7% 33.3% 23.4% 2.1%

20歳代 69 11.6% 13.0% 37.7% 37.7% 0.0%

30歳代 128 3.1% 19.5% 32.8% 44.5% 0.0%

40歳代 125 11.2% 19.2% 36.0% 32.8% 0.8%

50歳代 118 16.1% 26.3% 29.7% 27.1% 0.8%

60歳代 168 18.5% 23.8% 35.1% 19.6% 3.0%

70歳代 138 21.0% 22.5% 32.6% 18.1% 5.8%

80歳代 60 31.7% 13.3% 36.7% 6.7% 11.7%

会社員 323 9.9% 19.8% 36.2% 33.1% 0.9%

自営業 56 25.0% 16.1% 30.4% 26.8% 1.8%

農林漁業 4 0.0% 0.0% 50.0% 25.0% 25.0%

公務員 57 14.0% 14.0% 24.6% 47.4% 0.0%

学生 7 0.0% 28.6% 42.9% 28.6% 0.0%

無職 268 20.1% 24.3% 32.5% 17.9% 5.2%

その他 89 18.0% 22.5% 38.2% 19.1% 2.2%

中央区 206 12.1% 19.4% 32.5% 33.5% 2.4%

東区 211 14.2% 20.4% 34.6% 27.5% 3.3%

西区 99 13.1% 32.3% 25.3% 25.3% 4.0%

南区 131 19.8% 16.0% 35.1% 26.7% 2.3%

北区 150 19.3% 20.0% 41.3% 17.3% 2.0%

性別

年齢別

職業別

地区別
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３．参考資料（調査票） 

「第 3 次熊本市環境総合計画」に関する市民アンケート 

 

■調査ご協力のお願い 

 日頃から、本市の環境保全のための取り組みにご理解とご協力をいただき、誠にあり

がとうございます。 

 このアンケートは、平成 23 年 3 月に策定された「第 3 次熊本市環境総合計画」の進

捗状況を管理し、今後の施策の展開に役立てるために行うものです。 

 なお、本アンケート調査は、本市の住民基本台帳に登録されている満 20 歳以上の市

民の中から無作為に抽出した 3,000 人の方々にお送りさせていただいております。 

 回答内容は全て統計的に処理し、個人が特定されたり、ご迷惑をお掛けしたりするこ

とはございませんので、率直なご意見をお聞かせください。 

  

 

※「第 3 次熊本市環境総合計画」は、熊本市本庁舎の情報公開窓口及び 

環境政策課、又は各区役所、各総合出張所及び出張所でご覧になれます。 

又は、市のホームページ（http://www.city.kumamoto.jp/）でもご確認いただけ

ます。 

 

■アンケートの回答方法について 

 ・回答は、封筒の宛名の方がお答えください。（代筆でも結構です。） 

 ・回答は、黒の鉛筆又はボールペンでアンケート用紙に記入してください。 

 ・アンケート用紙及び返信用封筒には、お名前とご住所の記入は不要です。 

 ・アンケート用紙の 2 ページ目以降を、同封の返信用封筒にて、平成 30 年２月 2 日

（金）までに投函してください。（切手は不要です。） 

 

■お問い合わせ先 

熊本市役所 環境局 環境政策課 

電 話：096-328-2427 

ＦＡＸ：096-359-9945 

電子メール：kankyouseisaku@city.kumamoto.lg.jp  

 

 

 

 

 

http://www.city.kumamoto.jp/
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ご回答いただく前にお読みください。 

熊本市では、平成 23 年 3 月に策定した「第 3 次熊本市環境総合計画」において、計

画の環境目標（基本計画）と重点的に取り組む施策として、「ひとづくり・まちづくりプ

ロジェクト」を掲げています。 

  計画の環境目標（基本計画）とは、本市が目指す都市像である「未来につなぎ、世界

に誇れる環境文化都市」の実現に向けた具体的な方向性を示すものとして、５つの環境

目標が設定されており、総合的・体系的に施策を取り組むものです。 

「ひとづくりプロジェクト」とは、市民の皆様が環境保全行動を実践するためには、

まず環境保全の意識を高めることが重要であるとの考えのもとに、様々な年代・性別・

ライフステージにおいて、地球環境や地域の環境課題について考える機会を提供し、自

発的な環境保全行動につなげていただくための取り組みのことです。さらにはその行動

を、家庭や地域など社会全体に広げていくため、人材の育成や活動の場の提供を行って

いきたいと考えています。 

 「まちづくりプロジェクト」とは、これまで環境保全活動に取り組んできたのは、環

境意識の高い市民や地域の役員、市民活動団体など、一部の限られた人たちであったこ

と、また、活動を行いたいと思っても活動の場がなかったり、方法が分からなかったり

などの問題の解決を図ることが必要であるとの考えのもと、より多くの市民の皆様が環

境保全活動を活発に行えるような情報の提供を行い、様々な主体の協働体制を促進する

取り組みのことです。 

 そこで、環境目標（基本計画）やプロジェクトを進めていくための参考とさせていた

だくため、まず、設問 1 では「熊本市内の環境問題」について、設問 2～4 では「熊本

市の環境目標（基本計画）について」、設問 5～10 では「ひとづくりプロジェクト」に

ついて、設問 11～16 では「まちづくりプロジェクト」に関することについてお伺いさ

せていただきます。 

 また、設問 17 以降では、新たに市民のみなさまの現況を調査するために 

追加した設問となっております。 

 

<回答方法> 

 ＊設問の答えとして、あなたご自身のこと、またはあなたのお考えにあてはまる選択

肢の番号に丸（○）をつけてください。  

 

＊設問番号に枝番がついていないものは、全員がご回答ください。 

 （例）問２ この１年以内で、環境に関する学習会やイベント等に参加しましたか。 

 

＊設問番号に枝番がついているものは、条件に該当する方だけご回答ください。 

 （例）問２－２ 問２で「参加した」と答えられた方にお尋ねします。 

次のページより、設問が始まります。 
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次ページからの本設問の前に、以下の設問にお答えください。 

「熊本市内の環境問題」について                      

 

問１．現在の熊本市内の環境の現状について、あなたが問題と思われることについて下

記（１０項目）から一つだけ選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１－１．あなたが、問１で選択された問題について、どのようなことが問題と思われ

ますか。ご自身のお考えを具体的に記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 自然、緑、水辺、野生の生き物の豊かさ 

２ 地下水の状況（水質や量） 

３ ごみ収集、処理の状況やごみ減量、リサイクルの状況 

４ 地球温暖化防止のための、省エネルギーの推進（太陽光等の再生可能エ 

ネルギーの推進） 

５ まちなみ景色の美しさや、公園や緑地の多さ 

６ 大気の状況 

７ 河川など水辺の美しさ・清潔さ 

８ 生活環境の快適さ（騒音や振動、悪臭などがないか） 

９ 環境に配慮した道路、歩道などの整備 

10 環境について学ぶ機会や情報を得る機会（環境保全イベント等の開催） 
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Ⅰ 回答者ご自身や地域の環境保全活動等についてお聞きします。 

「熊本市の環境目標（基本計画）」について                     

 

問 2．あなたは、熊本市の良好な環境（生活・自然環境全般）が守られていると感じま

すか。（1 つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

問２－１． 問 2 で「3 どちらともいえない」「４ あまり感じない」「５ 全く感じ

ない」と答えられた方にお尋ねします。 

どのような理由から、そう思われますか。具体的に記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

問 3．あなたは、熊本市民の共有財産である地下水が、市民、事業者、行政の保全活動

により守られていると感じますか。（１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

問４．あなたは、熊本市の街なかに緑が多いと感じますか。（１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

１ とても感じる 

２ やや感じる 

３ どちらともいえない 

４ あまり感じない 

５ 全く感じない 

１ とても感じる 

２ やや感じる 

３ どちらともいえない 

４ あまり感じない 

５ 全く感じない 

１ とても感じる 

２ やや感じる 

３ どちらともいえない 

４ あまり感じない 

５ 全く感じない 

３，４，５の理由 
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問５～１０「ひとづくりプロジェクト」について                  

 

問５．あなたは日ごろ、環境保全のため次問（問５-１）のような実践活動を行っていま

すか。（1 つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

問５－１．問 5 で選択肢１～４と答えられた方にお尋ねします。 

次の環境保全の実践項目の中で、あなたが行っていることをすべて選んでください。

（いくつでも可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６．環境について学ぶ機会（学習会やイベント等）が増えてきたと感じますか。（１つ

だけ） 

 

 

  

 

 

問７．この１年以内で、環境に関する学習会やイベント等に参加しましたか。（１つだけ） 

 

 

 

 

 

１ 感じる 

２ やや感じる 

３ 感じない 

１ 参加した 

２ 参加していない 

１ 常に行っている 

２ 時々行っている 

３ どちらともいえない 

４ あまり行っていない 

５ 全く行っていない 

１ 照明やテレビをつけっぱなしにしない 

２ エアコンを適切な温度に設定し、ムダな使用をしない 

３ 水道の蛇口の開閉をこまめにする 

４ 買い物の際にはエコ商品を選ぶ 

５ レジ袋を断り、マイバッグを使う 

６ 家電製品などを買うときには、省エネルギータイプのものを選ぶ 

７ マイカーの使用を控え、電車やバスを利用する 

８ 自動車を運転するときには、エコドライブをする 

９ ごみ分別を徹底するなど、ごみ減量に努めている 
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問７－１． 問 7 で「１ 参加した」と答えられた方にお尋ねします。 

この１年以内で、どのような、環境に関する学習会やイベント等に参加しましたか。（複

数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７－２． 問７で「１ 参加した」と答えられた方にお尋ねします。 

参加したことによって、環境保全のために実践するようになった行動（活動）はあり

ますか。また、あるとしたらどういったことですか。（１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７－３． 問７で「２ 参加していない」と答えられた方にお尋ねします。 

参加しなかった理由は何ですか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ある（実践している内容について、簡単にご記入ください。） 

 

 

 

 

２ ない（実践していない理由について特に何かある場合は記入してくださ

い。） 

 

 

 

１ 時間がなかったため 

２ 経済的な負担が増加するため 

３ 学習会やイベントの開催情報がなかったため 

４ 興味がなかったため 

５ その他（                           ） 

１ 自治会・老人会・ＰＴＡ等の学習会 

２ ＮＰＯや企業が主催する講座・講演会・セミナー等 

３ 行政が主催する講座・講演会・セミナー等 

４ 学校や職場で行われる勉強会 

５ 環境フェアなどのイベント 

６ その他（                           ） 
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問８．今後、どのような内容の学習会等に参加してみたいと思いますか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９．どのような条件が整えば、より環境に関する学習会やイベント等に参加したいと

思いますか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１０．市民の環境保全意識を高めるために、市としてどのような取組を行えば効果的

だと思いますか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

問 11～17「まちづくりプロジェクト」について              

 

問 11．環境保全に関わるまちづくりの活動が増えてきたと感じますか。 

 

 

 

 

 

１ 自分の都合に合わせて、短時間で参加できる 

２ 小学校や公民館など、身近な場所で開催される 

３ 無料で参加できる 

４ 気軽に参加することができる 

５ 専門的な知識を身につけることができる 

６ 友人や家族と一緒に参加することができる 

７ その他（                           ） 

１ 日常生活の中で実践できるエコについて学べるもの 

２ 環境問題について基礎的な知識が学べるもの 

３ 省エネルギーや新エネルギーなど、話題になっているテーマについて 

学べるもの 

  ４ 身近な地域の環境について学べるもの 

５ 国際的な環境問題について学べるもの 

６ その他（                           ） 

１ 学習会や講演会などの開催 

２ 学校や社会における環境教育の充実 

３ 環境活動の指導者や地域リーダーの育成 

４ 環境に関する情報を入手できる場の提供 

５ 体験学習など自然に触れる機会の提供 

６ 環境に関する広報などの強化 

７ 環境保全活動に貢献した市民や団体の表彰 

８ 身近な地域の環境保全について考える機会の提供 

９ その他（                           ） 
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問１１～１６「まちづくりプロジェクト」について                 

 

問１１．環境保全に関わるまちづくりの活動が増えてきたと感じますか。（１つだけ） 

※ 例：緑化活動、清掃活動、環境学習に関する活動など  

 

 

 

 

 

問１２．日頃、地域の環境保全活動に参加していますか。（１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

問１２－１． 問１２で「１ 積極的に参加している」又は「２ できる限り参加して

いる」と答えられた方にお尋ねします。 

どのような団体の活動に参加していますか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 感じる 

２ やや感じる 

３ 感じない 

 

１ 積極的に参加している 

２ できる限り参加している 

３ 参加したことはないが、今後してみたい 

４ 参加したことはないし、今後もしたいと思わない 

 

１ 町内自治会 

２ PTA 

３ NPO 

４ 老人会 

５ 婦人会 

６ 子ども会 

７  自分たちで立ち上げた活動グループ 

８ その他（                           ）  
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問１２－２． 問１２で「１ 積極的に参加している」又は「２ できる限り参加して

いる」と答えられた方にお尋ねします。 

現在、地域においてどのような環境保全活動に参加していますか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１２－３． 問１２で「３ 参加したことはないが、今後してみたい」と答えられた

方にお尋ねします。 

どのような団体の活動に参加してみたいですか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 自然林や野生生物の自然保護活動   

２ 自然観察会の開催 

３ 植樹などの緑化活動 

４ 森林保全活動 

５ 地下水の保全活動 

６ 河川環境保全活動 

７ 清掃活動 

８ ごみステーションの管理 

９  リサイクルや資源回収活動 

10 歴史的文化遺産の保全活動 

11 環境問題に関する講演会・勉強会の開催 

12 環境保全のための寄付 

  13 その他（                           ）  

    

１ 町内自治会 

２ PTA 

３ NPO 

４ 老人会 

５ 婦人会 

６ 子ども会 

７  自分たちで立ち上げた活動グループ 

８ その他（                           ）  
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問１２－４． 問１２で「３ 参加したことはないが、今後してみたい」と答えられた

方にお尋ねします。 

今後、どのような環境保全活動に参加してみたいですか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１２－５． 問１２で「４ 参加したことはないし、今後もしたいと思わない」と答

えられた方にお尋ねします。 

参加したいと思わない理由は何ですか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

問１３．どのような条件が整えば、より多くの人がまちづくりとしての環境保全活動に

関わるようになると思いますか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 環境問題についての知識・情報の普及がはかられること 

２ 環境問題を実際に感じられること（地域の川が昔より汚くなった、など） 

３ 周りを活動に巻き込んでいく中心人物がいること 

４ 実際に活動を行っている人たちの活動内容・成果などが分かること 

５ 日常生活の中で気軽に取り組めること 

６ 付加価値（エコポイント等）があること 

７ その他（                          ） 

 

１ 自然林や野生生物の自然保護活動   

２ 自然観察会の開催 

３ 植樹などの緑化活動 

４ 森林保全活動 

５ 地下水の保全活動 

６ 河川環境保全活動 

７ 清掃活動 

８ ごみステーションの管理 

９  リサイクルや資源回収活動 

10 歴史的文化遺産の保全活動 

11 環境問題に関する講演会・勉強会の開催 

12 環境保全のための寄付 

  13 その他（                           ）  

    

１ 時間がないため  

２ 興味がないため 

３ メンバーが固定されていて新たに参加しづらいため 

４ 活動の効果があると思わないため 

５ その他（                           ）  
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問１４．地域で市民活動団体や市民が環境保全活動を行う際、どのような支援が必要だ

と思いますか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１５．普段、環境に関する情報を何から得ていますか。（１１を除き、複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１６．環境に関する情報について、今後求めたいもの（不足しているもの）は何です

か。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 環境問題についての知識・情報の提供 

２ 活動のアドバイザーや講師などの派遣 

３ 会議室等、場所の提供 

４ 他の市民活動団体や市民との情報交換や交流を行う場の提供 

５ 活動資金の助成 

６ その他（                           ） 

 

１ テレビやラジオ 

２ 新聞、雑誌、書籍など 

３ 家族や友人、知人との会話 

４ 行政からの白書、広報紙など 

５ インターネットや携帯電話 

６ 講演会や学習会 

７ 地域活動やボランティアを通じて 

８ NPO からの情報提供 

９ 企業からの情報提供 

10 その他（                           ） 

11  情報を得ていない 

１ 環境に関する一般知識 

２ 日常生活の中で行える環境保全のための取組方法 

３ 環境に関するイベントや学習会の情報 

４ 市民活動団体などによる環境活動の情報 

５ 環境に関する調査の結果 

６ 環境に関する補助金の情報 

７ 国際的な環境の情報や交流の情報 

８ 環境活動のアドバイザーや講師など人材の派遣情報 

９ 身近な地域の環境に関する情報 

10 その他（                           ） 
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「生物多様性」について                             

  

近年、生物多様性に対する関心が国際的に高まっており、２０１０年には「生物多様

性条約第 10 回締約国会議（COP10）」が名古屋で開催されました。 

 第３次熊本市環境総合計画においても、目標のひとつとして「人と生きもののつなが

りについて学び、まもる」ことを掲げており、生物多様性についての知識の啓発や、生

物多様性をまもるための自然環境の保全などの取り組みを行っていくこととしておりま

す。 

 そこで、これらの取り組みの進捗状況を計るための指標とするため、次の設問にお答

えください。 

 

問１７．「生物多様性」について知っていますか。（１つだけ） 

 

 

 

 

※生物多様性とは・・・ 

生物にはいろいろな種がいて（種の多様性）、それらの種内にはいろいろな個性を持っ

た個体がいること（種内の多様性）、さらには、いろいろな生活環境があること（生態系

の多様性）をいいます。 

 これらの多様性は、私たち人間にも食糧や医療品、または文化的な価値など多くの恵

みをもたらしています。また、多様な生物が存在することで自然界はバランスを保って

います。 

 しかし近年、地球温暖化や外来生物の持ち込みなどによって、生物多様性は危機にさ

らされています。この生物多様性を保全するために、様々な取り組みが世界中で行われ

ています。熊本市においても、生物多様性についての知識の啓発や、水辺環境や緑地の

保全など、自然と共生する豊かなまちづくりに取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 言葉も意味も知っている 

２ 言葉は知っているが、意味はよく知らない 

３ 知らない 
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ごみ問題への関心と地域におけるごみ出しマナーについて              

 

問１８．ごみ減量やリサイクルなどのごみ問題に関心がありますか。（１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

問１９．現在の熊本市のごみ出しルールを守っていますか。（１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「COOL  CHOICE」について                          

 

問２０．「COOL CHOICE」について知っていますか。（１つだけ） 

 

 

 

 

※「COOL  CHOICE」とは・・・ 

「COOL  CHOICE」とは、2030 年の温室効果ガスの排出量を 2013 年度比で 26％

削減するという目標達成のために、日本が世界に誇る省エネ・低炭素型の製品・サービ

ス・行動など、温暖化対策に資するあらゆる「賢い選択」を促す国民運動です。 

例えば、エコカーを買う、エコ住宅を建てる、エコ家電にするという「選択」、高効率な

照明に替える、公共交通機関を利用するという「選択」、クールビズをはじめ、低炭素な

アクションを実践するというライフスタイルの「選択」のことを言います。 

※出典：2030 年まで継続する新国民運動「COOL  CHOICE（クールチョイス）」を

開始します。（平成 27 年 6 月環境省報道発表資料） 

 

 

 

１ きちんと守っている 

２ だいたい守っている 

３ どちらともいえない 

４ あまり守っていない 

５ 全然守っていない 

１ 言葉も意味も知っている 

２ 言葉は知っているが、意味はよく知らない 

３ 知らない 

１ 非常に関心がある 

２ やや関心がある 

３ あまり関心がない 

４ 関心がない 
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「ＺＥＨ（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）」について              

 

問２１．「ＺＥＨ（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）」について知っていますか。（１

つだけ） 

 

 

 

 

※「ＺＥＨ」とは・・・ 

ＺＥＨ（ゼッチ）（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）とは、住宅の高断熱化と高効率

設備により、快適な室内環境と大幅な省エネルギーと同時に実現した上で、太陽光発電

等によってエネルギーを創り、年間に消費する正味（ネット） 

のエネルギー量が概ねゼロ以下となる住宅です。 

国は、2020 年までに標準的な新築住宅で、2030 年までに新築住宅の平均で ZEH の

実現を目指しています。 

 

問２２．「ZEH」について具体的にどのようなことが知りたいですか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

「熊本市低炭素都市づくり戦略計画」について                    

 

問２３．「熊本市低炭素都市づくり戦略計画」を知っていますか。また、どのくらい関心

を持っていますか。（1 つだけ） 

 

 

 

 

 

※「熊本市低炭素都市づくり戦略計画」とは・・・ 

近年の異常気象が引き起こす集中豪雨による洪水、熱中症多発の原因といわれる

地球温暖化を防止するため、本市の地域特性を活かした具体的な取組等について定

めた計画です。平成 26 年度に改訂し、「市民の具体的な取組」を掲載して、身近な

温暖化対策についても紹介しています。 

１ よく知っている 

２ 少しは知っている 

３ 言葉は聞いたことがあるが、あまり知らない 

４ 言葉を聞いたこともなく、まったく知らない 

 

１ 計画を知っており、関心もある 

  ２ 計画を知っているが、あまり関心がない 

  ３ 計画を知らなかったが、関心を持った 

  ４ 計画を知らなかったし、あまり関心もない 

１ どのくらいの費用（導入・維持コスト）がかかるのか 

２ どのくらい光熱費が下がるのか 

３ ZEH を建てるメリットは何か（光熱費以外） 

４ ZEH の情報を取得できる場所はどこか 

５ 国や自治体の補助金に関する情報 
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「レジ袋削減」について                              

 

問２４．買い物に行くとき「マイバッグ」などを持参していますか。（１つだけ） 

 

 

 

 

 

問２４－１．問２４で「３ ほとんど持参していない」「４ 全く持参していない」と答

えられた方にお尋ねします。 

 どのような理由から、マイバッグを持参していないのですか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

問２５．レジ袋削減を進めるには、どのようなことが必要だと思いますか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

問２６．熊本市におけるレジ袋削減に向けた取組に関する協定について知っていますか。

（１つだけ） 

 

 

 

 

 

※レジ袋削減について 

スーパーなどで使用されるレジ袋は、日本だけで、年間約 300 億枚、１人あたりにす

ると年間 300 枚程度使用していることになります。レジ袋の製造・廃棄（焼却）の過程

で発生するＣＯ２は年間約 180 万トンと言われ、レジ袋の削減は、市民が身近にできる

ごみ減量対策であり、また、地球温暖化対策です。 

熊本市では、レジ袋の無料配布を中止するなどレジ袋削減に取り組む事業者と協定を

締結し、支援することで、レジ袋削減を推進しており、年間約 3,000 万枚（ドラム缶約

2,800 本分の原油）のレジ袋を削減しています。 

 

１ いつも持参している 

２ 時々持参している 

３ ほとんど持参していない 

４ 全く持参していない 

 

１ レジ袋有料化（無料配布中止） 

２ 店でのサービスポイントなどの方法で進める 

３ 店頭でのポスター掲示やのぼり旗などによる広報啓発 

４ 自治体や環境団体等によるマイバッグキャンペーンの実施 

５ その他（                           ） 

１ 取組内容などよく知っている 

２ 協定を締結しているお店ぐらいは知っている 

３ 言葉は聞いたことがあるが、あまり知らない 

４ 言葉を聞いたこともなく、全く知らない 

１ マイバッグの持参が面倒だから 

２ レジ袋をごみ袋などとして再利用するから 

３ レジ袋の配布はお店の当然のサービスだから 

４ デザインなどが気に入るマイバッグがないから 

５ 万引きなどを疑われることが嫌だから 

６ その他（                           ） 
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Ⅱ 回答者ご自身についてお聞きします。 

 

１．性別 

 

 

２．年齢 

 

 

 

 

 

３．職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．お住まいの地区（回答欄に○をつけてください。） 

居住区 居住地区（小学校区） 

1 中央区 出水、出水南、一新、大江、帯山、帯山西、黒髪、慶徳、向山、 

壺川、五福、白川、城東、砂取、硯台、託麻原、白山、春竹、本荘 

2 東区 秋津、泉ヶ丘、画図、尾ノ上、健軍、健軍東、桜木、桜木東、 

託麻北、託麻西、託麻東、託麻南、月出、長嶺、西原、東町、 

山ノ内、若葉 

3 西区 池田、池上、小島、春日、河内、城山、城西、白坪、高橋、中島、 

花園、古町、芳野 

４ 南区 飽田西、飽田東、飽田南、奥古閑、川口、川尻、隈庄、城南、杉上、 

銭塘、田迎、田迎西、田迎南、富合、豊田、中緑、日吉、日吉東、 

御幸、力合、力合西 

５ 北区 麻生田、植木、川上、楠、桜井、山東、清水、城北、高平台、田底、 

龍田、龍田西、田原、大和、西里、楡木、菱形、北部東、武蔵、 

山本、弓削、吉松 

 

以上でアンケートは終了です。ご協力ありがとうございました。 

１ 男        ２ 女 

１ ２０歳代        ２ ３０歳代 

３ ４０歳代        ４ ５０歳代 

５ ６０歳代        ６ ７０歳代 

７ ８０歳代         

１ 会社員         

２ 自営業 

３ 農林漁業         

４ 公務員 

５ 学生         

６ 無職 

７ その他（                 ） 
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